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接種の種類

インフルエンザ

実施期間

10月～2月

通知実施場所

指定医療機関
(約150か所)

6５歳以上等※9月末

対象

広報　ちゃたん　　　２

通常接種年齢の早い時期に予防接種を受けると、接種効果が早い時期から発揮さ

れるため、対象疾病にほとんどかかりません。万一かかったとしても軽く済みます。

わが子を恐ろしい伝染病から守るため計画的に受けましょう。なお、接種対象年齢

の期間内に受けると子どもの接種料金は無料(全額公費負担)となります。

●ȸ成19年度の予防接種実施日時・場所・通知月日・月齢
１、集団接種：保健相談センターで一斉に行う予防接種

接種種類

ポリオ

実施日時

5/9 (水) 14：00～

通知月日実施場所

H17.11.25～H18.12.9生H19.4.2

通知月齢

ポリオ

ＢＣＧ

ＤＴ

H19.9.2

H19.3.8～H19.6.7生

H18.7.1～H19.6.30生

H19.6.8～H19.9.7生

２、個別接種：個人が日時、病院等を選択して受ける予防接種

接種種類 実施日時 実施場所

「接種対象年齢表」のと

おり。定期接種対象者

には、個別通知します。

通知月齢

通年
.4月～3麻しん・風しん

日本脳炎※

指定
医療機関
(約150か所)

ＤＰＴ

※日本脳炎は、新ワクチンが開発されるまで個別通知を差し控えてい

ます。

接種間隔

※60歳～64歳で心臓・じん臓・呼吸器機能障害・ヒト免疫不

全ウイルスによる免疫機能障害の方も対象。

・接種料金：自己負担1�000円(公費負担3�000円、期間中1回

のみ)。生活保護世帯は個人負担免除(無料)。

・9月末に各世帯への配布チラシにより通知

定期接種対象年齢

▼接種回数

通常接種が行われている年齢

接種が定められている年齢

３
ヶ
月

ポリオ(2回)

ＢＣＧ

日本脳炎

麻しん・風しん

ＤＰＴ・期

ＤＰＴ・期

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
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９
ヶ
月

６
ヶ
月

９
歳
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歳
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歳
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歳
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歳
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歳
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歳
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▼

▼
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▼

計画的に予防接種を受けましょう！

多くの女性は、病気の早期発見の大切さを知っ

ているにも関わらず検診を受けない方がいます。

自分の健康を守るためにも、対象であるかを確認

して、積極的に受診しましょう。

●受診機関：

ȸ成19年５月１日(火)～ȸ成19年12月28日(金)

●対象者

厚生労働省において、子宮がん・乳がん検診の

制度が見直されました。それを受けて、昨年度よ

り北谷町の検診対象者も変わりました。

・子宮がん検診

町内在住の20歳以上の女性で、偶数年齢者

・乳がん検診

町内在住の40歳以上の女性で、偶数年齢者

(年齢は、ȸ成20年３月31日までに達する年齢が基準と

なります。)

●料金

子宮がん・乳がん検診　
個別検診のお知らせ

●高齢者の予防接種(希望者のみ)

予防接種の効果及び安全性のため、最低、次の期間をあ

けることになっています。なお、同じ種類のワクチンを何

回か接種する場合には、それぞれ決められた期間がありま

すので、誤らないようにしましょう。(続けて接種する場

合DPTは3～8週、日本脳炎は1～4週、ポリオは6週以上)

4週間以上あける

4週間以上あける

1週間以上あける

1週間以上あける

不活化ワクチン

生ワクチン

不活化ワクチン

生ワクチン
不活化ワクチン

DPT、DT、T

日本脳炎

生ワクチン

ポリオ、麻しん

風しん、BCG

10/10 (水) 14：00～

ＢＣＧ

ＢＣＧ

ＢＣＧ

保健相談
センター

7/26 (木) 14：00～

6/7 (木) 14：30～

9/7 (金) 14：30～

12/7 (金) 14：30～

3/7 (金) 14：30～

H19.7.1

H19.5.2

H19.8.2

H19.11.22

H20.2.2

H7.4.2～H8.4.1生

H18.12.10～H19.3.7生

H19.9.8～H19.12.7生

▼

◆健康だより◆ 北谷町保健相談センター　・936-4336

検　診　項　目
子宮がん検診

乳がん

検診

視触診のみ

マンモグラフィ併用

問診、視診、内診、子宮　部細胞診

問診、視触診、乳房X線撮影

問診、視触診

料金

1�800円

600円

2�400円

●持参するもの　料金　通知ハガキ

※医療機関への電話予約が必要となります。

●実施医療機関　お手元に届いている通知ハガキ　

をご参照ください。



３　　　広報　ちゃたん

嘉 手 納 基 地 航 空 機 騒 音 の 軽 減 を 要 請 ！

町民が実感できる効果的な航空機騒音軽減対策を！

米
軍
嘉
手
納
飛
行
場
の

航
空
機
騒
音
等
の
苦
情
は
町
長
室
へ

嘉
手
納
飛
行
場
南
側
滑
走
路
が
常
時
使
用
さ
れ
、
滑
走
路
延
長
直

下
に
あ
る
砂
辺
地
域
を
は
じ
め
、
宮
城
地
域
、
上
勢
地
域
ま
で
、
今

ま
で
以
上
に
航
空
機
騒
音
が
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
米
軍
に
対
し
て
航
空
機
騒
音
の
軽
減
を
強
く
求
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
「
今
、
米
軍
機
が
飛
ん
で
い
て
う
る
さ
い
」
な
ど
航
空

機
騒
音
に
関
す
る
苦
情
や
問
い
合
せ
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
北
谷
町
役

場
町
長
室
ま
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ

北
谷
町
役
場
町
長
室
　
・
９
３
６-

１
２
３
４
内
１
７
１

北谷町の騒音調査結果から、ȸ成19年１月16日から嘉手納飛行場南側滑走路の常時使用によって、騒音最大

レベルや騒音発生回数が大幅に増加し、町民の生活環境等への悪影響がわかった。野国町長は２月15日(木)、

嘉手納基地と那覇防衛施設局、外務省沖縄事務所を訪ね、住宅地域上空での飛行・旋回の禁止と町民が実感で

きる効果的な航空機騒音軽減対策を実施するよう要請した。

要請に対して、嘉手納基地第18任務支援郡副司令官のチャールズ・エニス大佐は「周辺自治体との関係を重

視し、騒音防止協定を守るように努力している。要請内容は運用部へ伝え要請に応えられるように検討したい」

と述べた。

那覇防衛施設局の佐藤勉局長、外務省沖縄事務所の倉光秀彰副所長はそれぞれ「F15戦闘機の県外基地への

訓練移転を着実に実施し、負担軽減につなげていく」と話した。

【北谷町の航空機騒音】

嘉手納飛行場及びその周辺を飛行する航空機騒音によって、町民は過度な騒音被害下に置かれている。特に、

同飛行場滑走路延長線直下の砂辺地域は、県下でも最も騒音の激しい地域となっており、日常的に環境基準値

(75W)を上回る航空機騒音が測定されている。

▲米軍嘉手納基地(左写真)及び那覇防衛施設局に対し騒音軽減を要請する野国昌春町長



Book Post

北谷町立図書館

北谷町字桑江467-1

・936-3542

「小説のだめカンタービレ」

(高里　椎奈　著)

「インド人はなぜゼロを見つけられたか」

（門倉　貴史　著）

「かあちゃんに会いたい」（島田　洋七　著）

「林住期」 （五木　寛之　著）

「青に候」 （清水　辰夫　著）

「若くない日々」（藤堂　志津子　著）

「幸福に通じるひそやかな道」

（ジェームズ・アレン　著）

「愛犬 病気の知識と健康」

（山村　穂積　監修）

一 般 向 け新刊案内

※
毎
週
月
曜
日
　
休
館
日

26
日
　
資
料
整
理
日

29
日
　
昭
和
の
日

２月の利用ͳ̸

(開館日数 23日)

登録者数

利用者数

貸出冊数

84人

3�217人

13�257冊

６
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日 水月 金木火 土

４ 月 の休 館日

○印はお休みです
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８
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北谷町立図書館は町内に住んでいる方、町内に通勤・

通学している方ならどなたでも利用できます。

はじめての方は利用申込書に必要事項を記入し住所が

確認できるもの（免許証・保険証など）を添えてカウン

ターの職員へお出し下さい。（但し、在勤･在学の方は勤

務証明・学生証が必要になります。）すぐに利用カードを

作成します。又、すでに利用カードをお持ちの方は、４

月以降の来館時は更新手続きが必要になりますので、詳

しくは職員にお尋ねください。

※利用カードを忘れた方への資料の貸出はできませんの

で、図書館へ来館するときは「利用カード」を忘れずに

ご持参下さい。

「天と地の守り人」―第３部（上橋　菜穂子　著）

「翼の折れた天使たち」―星（Yoshi 著）

「マリオネット　ディズ」（篠原　まり　著）

「魔法の声」（コルネーリア・フンケ　著）

「ガールフレンズ」（リジー・ハリソン　著）

「デモナータ ４幕　Bec」（ダレン・シャン　著）

ヤ ン グ ア ダ ル ト

第49回　こどもの読書週間
**4月23日(月)～5月12日(土)**

標語：「いっしょに読もうか」

４月23日は「子ども読書の日」として法律によ

り定められています。これは、国民の間に広く子

どもの読書活動についての関心と理解を深めると

ともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を

高めるために設けられたものです。

広報　ちゃたん　　　４

～はじめて図書館を利用する方へ～

「寿魂 」（国貞　陽一　著）

「八重山商工野球部物語」（神田　憲行　著）

「おきなわ女性学事始」（勝方＝稲福恵子　著）

「オレンジレンジ２」（本庄　初　著）

「ちゅらさん４」（岡田　惠和　著）

郷 土 関 係

《 大 型 え ほ ん 》※団体貸出用

「ぶたくんと100ぴきのおおかみ」

（宮西　達也 作・絵）

《 紙 芝 居 》

「やまんばと三人きょうだい」

（水谷　章三 脚本）

児 童 向 け

「なにしているの」 （五味　太郎　著）

「ふねにのったヘンリー」

（エリック・イングラハム　著）

「えほんをよんで、ローリーポーリ」

（リリ・シャルトラン著）

「ごろんごろん」（まつおか　たつひで　著）

「おまけのじかん」（あまん　きみこ　著）

「だいすき。」（アンドレ・ダーハン　著）

「うさぎのさとうくん」（相野谷　由起　著）

「かあさんから　生まれたんだよ」

（内田　麟太郎　著）

「おしゃべりな毛糸玉」（沢田俊子　著）

ーこどもの読書週間のおはなし会ー

４月28日(土)午後２時～　

場所　おはなしのへや

「チンギスハーン全６巻」

「康煕王朝全５巻」

「たそがれ清兵衛」

「藤沢周ȸ時代劇集―腕におぼえありー」

「蝉しぐれ」

「清左衛門残日記」

「うずらちゃんのかくれんぼ」

「ナンクルナイサ」（ウルル）

視聴覚資料 DVD・CD

今月のおはなし会

４月14日(土) 午前11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

４月21日(土) 午後３時～

（職員によるおはなし会）

４月28日(土) 午前11時～

(図書館ボランティア　ナルカ)

場所　おはなしのへや



ȸ成１9年度

施施政方政方針針

自然と人間が調和した

3月2日(金)、ȸ成19年第320回北谷町議会定例会の初日に、野国昌春町長がȸ成19年度の施

政方針演説を行いました。

この中で町長は、「常に町民の立場に立って、町民１人ひとりが生涯にわたって自立し、自

分らしい生き方を送ることができるまちづくりに取り組んでまいります。」と表明しました。

施政方針の全内容を、町民の皆様にお知らせします。

創造性豊かな

活力ある民主的な地域社会の実現



広報　ちゃたん　　　２

●●ȸ成ȸ成1919年度施政方針年度施政方針

１
　
は
じ
め
に

本
日
こ
こ
に
ȸ
成
19
年
第
３

２
０
回
北
谷
町
議
会
定
例
会
の

開
催
に
当
た
り
、
ȸ
成
19
年
度

の
町
政
運
営
の
基
本
と
な
る
予

算
案
を
は
じ
め
、
諸
議
案
の
説

明
に
先
立
ち
、
ま
ず
町
政
運
営

に
当
た
っ
て
の
私
の
所
信
の
一

端
を
申
し
述
べ
、
議
員
各
位
並

び
に
町
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
、
町
長
に
就
任
し
て
２

年
目
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
こ
の
間
、
町
民
の
皆

様
に
お
約
束
い
た
し
ま
し
た
政

策
課
題
の
実
現
に
向
け
て
努
力

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
町
民
に
お
約
束
い
た
し
ま
し

た
公
約
及
び
基
本
政
策
実
現
の

た
め
全
力
を
傾
注
し
て
い
く
所

存
で
あ
り
ま
す
。

引
き
続
き
議
員
各
位
並
び
に

町
民
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

さ
て
、
国
際
社
会
に
お
い
て

は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
治
安

情
勢
が
続
く
イ
ラ
ク
へ
の
米
軍

増
派
、
北
朝
鮮
の
地
下
核
実
験
、

イ
ラ
ン
の
核
開
発
問
題
、
さ
ら

に
民
族
・
宗
教
問
題
な
ど
に
起

因
す
る
地
域
紛
争
、
頻
発
す
る

無
差
別
テ
ロ
な
ど
軍
事
的
緊
張

が
絶
え
な
い
ͳ
̸
下
に
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
経
済
面
で
は
中
国

な
ど
新
興
市
場
国
の
経
済
成
長

等
に
起
因
す
る
資
源
獲
得
競
争
、

中
東
情
勢
不
安
に
よ
る
石
油
の

高
騰
、
環
境
問
題
で
は
急
速
に

進
む
地
球
環
境
の
温
暖
化
な
ど
、

国
際
社
会
で
は
か
っ
て
想
像
も

で
き
な
か
っ
た
複
雑
か
つ
困
難

な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
一
層
の
国
際
協
調
と
相
互

理
解
に
よ
る
問
題
解
決
を
願
わ

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

国
内
に
お
い
て
は
、
教
育
基

本
法
改
正
法
が
国
民
の
合
意
形

成
も
不
十
分
の
ま
ま
去
る
国
会

に
於
い
て
強
行
採
決
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
憲
法
改
正
を
前
提
と

し
た
国
民
投
票
法
案
も
議
論
さ

れ
て
お
り
、
今
後
の
国
会
審
議

を
慎
重
に
見
守
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

ま
た
、
我
が
国
は
、
少
子
高

齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化
が
急

速
に
進
展
し
て
お
り
、
か
っ
て

ど
の
国
も
経
験
し
た
こ
と
の
な

い
現
象
下
で
財
政
の
問
題
を
は

じ
め
と
し
て
、
早
急
な
社
会
保

障
制
度
の
改
革
や
時
代
に
合
っ

た
雇
用
形
態
の
確
立
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
は
、
復
帰
か
ら
35
年

目
の
節
目
を
迎
え
、
ȸ
成
19
年

度
か
ら
「
沖
縄
振
興
計
画
」
の

後
期
５
年
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
県
で
は
前
期

の
実
績
を
踏
ま
え
、
民
間
主
導

に
よ
る
自
立
型
経
済
の
構
築
に

向
け
て
、
質
の
高
い
観
光
・
リ

ゾ
ー
ト
地
の
形
成
、
情
報
通
信

関
連
産
業
の
集
積
と
高
度
化
な

ど
に
よ
り
一
層
効
果
的
な
施
策

の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
本
県
経
済
に
つ
き
ま

し
て
は
、
観
光
の
好
調
さ
な
ど

を
背
景
に
緩
や
か
な
回
復
が
続

く
と
見
込
ま
れ
て
お
り
ま
す

が
、
し
か
し
、
公
共
投
資
は
縮

小
傾
向
に
あ
り
、
雇
用
情
勢
は

厳
し
く
、
若
年
層
を
中
心
と
す

る
失
業
問
題
は
依
然
と
し
て
深

刻
で
、
雇
用
の
確
保
は
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
も
町
長
に
就

任
し
て
早
１
年
３
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
が
、
こ
の
間
、
庁
舎
へ

の
ア
ク
セ
ス
道
路
と
し
て
町
民

の
念
願
で
あ
り
ま
し
た
桑
江
17

号
線
が
開
通
す
る
と
と
も
に
、

東
部
地
域
に
お
い
て
は
北
玉
４

号
線
が
開
通
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
子
育
て
を
支
援
す
る
謝

苅
保
育
所
及
び
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
も
完
成
し
公
約
に
掲
げ

た
事
業
を
推
進
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り
厳
し
く
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
財
政
ͳ
̸
の

下
、
将
来
に
わ
た
り
行
政
と
し

て
そ
の
責
務
を
果
た
し
て
い
く

た
め
、
さ
ら
な
る
地
域
経
済
の

活
性
化
施
策
に
取
り
組
み
税
源

の
拡
充
に
努
め
る
と
と
も
に
、

組
織
機
構
の
ス
リ
ム
化
及
び
経

費
の
削
減
等
に
努
め
、
確
固
と

し
た
行
財
政
基
盤
を
確
立
し
、

町
の
自
立
を
成
し
遂
げ
て
い
く

所
存
で
あ
り
ま
す
。

一
方
基
地
問
題
に
つ
い
て

は
、
嘉
手
納
以
南
の
６
基
地
の

返
還
が
昨
年
５
月
に
在
日
米
軍

再
編
最
終
報
告
で
合
意
さ
れ
、

地
元
負
担
軽
減
が
期
待
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
し
か

し
、
嘉
手
納
基
地
つ
い
て
は
新

た
に
地
対
空
誘
導
弾
パ
ト
リ
オ

ッ
ト
配
備
に
加
え
て
、
F
22
A

ラ
プ
タ
ー
戦
闘
機
の
一
時
配
備

や
将
来
的
に
F
35
戦
闘
機
配
備

が
計
画
さ
れ
る
な
ど
新
た
な
基

地
の
強
化
が
進
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
F
15
イ
ー
グ
ル
戦
闘
機

の
未
明
離
陸
に
よ
る
騒
音
、
パ

ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
の
強
行

な
ど
、
基
地
の
負
担
軽
減
に
逆

行
す
る
基
地
の
運
用
が
な
さ
れ

て
お
り
、
今
後
と
も
三
連
協
及

び
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
り

つ
つ
町
民
の
負
担
軽
減
を
求
め

て
ま
い
り
ま
す
。

ȸ
成
19
年
度
は
、
北
谷
町
第

四
次
総
合
計
画
の
後
期
が
ス
タ

ー
ト
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

基
本
構
想
に
定
め
た
町
の
将
来

像
を
実
現
す
る
た
め
、
前
期
計
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ȸ
成
19
年
度
の
町
政

に
対
す
る
基
本
方
針

２ 画
に
盛
り
込
ま
れ
た
各
施
策
を

検
証
し
、
時
代
に
即
し
た
後
期

基
本
計
画
を
策
定
し
、
自
然
と

人
間
が
調
和
し
た
創
造
性
豊
か

な
活
力
あ
る
民
主
的
な
地
域
社

会
実
現
の
た
め
全
力
を
あ
げ
て

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

ȸ
成
19
年
度
の
町
政
運
営
に

当
た
り
ま
し
て
は
、
常
に
町
民

の
立
場
に
立
っ
て
、
町
民
１
人

ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
自

立
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
さ
ら
に
安
全
安
心
で
自
立

し
た
活
力
あ
る
ま
ち
を
築
く
た

め
に
、
地
域
間
の
交
流
及
び
世

代
間
の
交
流
を
促
進
し
、
少

子
・
高
齢
化
、
核
家
族
化
や
多

様
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
対
応
で
き
る
地
域
社
会
の
実

現
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
限
ら
れ
た
人
的
資
源

や
施
設
及
び
財
源
を
効
率
的
か

つ
効
果
的
に
活
用
す
る
と
と
も

に
、
将
来
に
向
け
て
本
町
が
充

実
発
展
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
方
針
の
下
、

ȸ
成
19
年
度
は
ȸ
和
行
政
の
推

進
、
基
地
問
題
の
解
決
促
進
、

返
還
軍
用
地
跡
地
利
用
の
推

進
、
産
業
の
振
興
と
雇
用
の
創

出
、
健
康
・
福
祉
の
推
進
、
住

み
よ
い
住
環
境
の
整
備
、
教

育
・
文
化
等
の
推
進
、
行
政
改

革
等
の
推
進
及
び
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
柱
と
し
て
、

次
の
と
お
り
町
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
ȸ
和
行
政
の
推
進

第
１
に
、
ȸ
和
行
政
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

破
壊
の
世
紀
と
言
わ
れ
た
20
世

紀
に
対
し
、
ȸ
和
の
世
紀
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
迎
え
た
21
世

紀
の
現
在
に
お
い
て
も
、
今
な

お
、
国
際
社
会
で
は
、
民
族
問

題
や
宗
教
問
題
に
よ
る
紛
争
が

絶
え
な
い
ͳ
̸
に
あ
り
ま
す
。

戦
後
60
年
余
が
経
過
し
た
今

日
、
戦
時
体
験
者
が
減
少
し
て

い
く
な
か
に
お
い
て
、
悲
惨
な

戦
争
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ

と
な
く
、
実
相
を
正
し
く
継
承

し
、
命
の
大
切
さ
と
ȸ
和
の
尊

さ
を
後
世
に
伝
え
る
責
務
が
あ

る
も
の
と
認
識
い
た
し
て
お
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ȸ
和
思
想
の

普
及
や
ȸ
和
教
育
の
推
進
、
沖

縄
戦
並
び
に
広
島
・
長
崎
の
原

爆
被
害
の
悲
惨
な
体
験
を
正
し

く
語
り
継
ぎ
、
戦
争
の
な
い
ȸ

和
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
基
地
問
題
の
解
決
促
進

第
２
に
、
基
地
問
題
の
解
決

促
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

在
日
米
軍
専
用
施
設
の
約
75
％

が
、
国
土
面
積
の
わ
ず
か
0.6
％

に
す
ぎ
な
い
沖
縄
県
に
存
在
し

て
お
り
、
北
谷
町
に
お
い
て
も

町
土
の
約
54
％
を
駐
留
軍
用
地

が
占
め
て
い
ま
す
。

広
大
な
米
軍
基
地
の
存
在

は
、
計
画
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
障
害
と
な
り
、
ま
た
、

米
軍
基
地
か
ら
派
生
す
る
事

件
・
事
故
は
、
町
民
生
活
に
大

き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

昨
年
５
月
の
日
米
両
政
府
に

よ
る
在
日
米
軍
再
編
最
終
報
告

は
、
「
沖
縄
の
基
地
の
負
担
軽

減
」
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
た
も

の
の
、
す
ぐ
に
嘉
手
納
基
地
へ

の
地
対
空
誘
導
弾
パ
ト
リ
オ
ッ

ト
（
Ｐ
Ａ
Ｃ-

３
）
の
配
備
が

な
さ
れ
る
な
ど
、
実
態
は
基
地

の
機
能
強
化
と
な
り
、
基
地
負

担
軽
減
に
逆
行
す
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
暫
定
的
と
は
言
え
、

F
22
A
ラ
プ
タ
ー
戦
闘
機
12
機

が
嘉
手
納
飛
行
場
に
移
駐
す
る

な
ど
、
嘉
手
納
基
地
を
取
り
巻

く
情
勢
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
今
後
、
日
米
両
政
府
の

動
向
に
注
視
し
、
嘉
手
納
飛
行

場
に
関
す
る
三
市
町
連
絡
協
議

会
（
三
連
協
）
を
は
じ
め
、
関

係
機
関
と
も
連
携
し
、
基
地
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
よ
う
適

宜
・
適
切
に
対
応
し
ま
す
。

（
３
）
返
還
軍
用
地
跡
地
利
用

の
推
進

第
３
に
、
返
還
軍
用
地
跡
地

利
用
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

返
還
軍
用
地
跡
地
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
地
域
特
性

を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発
展
と

産
業
振
興
に
よ
る
雇
用
の
安
定

を
め
ざ
す
と
と
も
に
、
町
民
が

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
し
ま
す
。

ȸ
成
15
年
３
月
末
に
返
還
さ

れ
た
キ
ャ
ン
プ
桑
江
北
側
地
区

に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理

事
業
の
導
入
に
よ
る
新
市
街
地

整
備
事
業
が
着
実
に
進
め
ら
れ

て
お
り
、
現
在
は
道
路
や
汚

水
・
雨
水
排
水
路
な
ど
の
都
市

施
設
整
備
工
事
が
実
施
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
同
地
内
に
お
け
る

貴
重
な
埋
蔵
文
化
財
を
活
用
し

た
関
係
施
設
の
整
備
等
に
つ
い

て
は
、
引
き
続
き
関
係
機
関
と

の
連
携
を
深
め
、
「
職
住
近
接

型
」
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
化

し
た
多
様
性
の
あ
る
返
還
軍
用

地
跡
地
利
用
を
推
進
し
ま
す
。
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返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
キ

ャ
ン
プ
桑
江
南
側
部
分
に
つ
い

て
は
、
先
に
返
還
さ
れ
た
北
側

部
分
と
一
体
と
な
っ
た
魅
力
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
在
日

米
軍
再
編
協
議
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
地
区

に
つ
い
て
は
、
住
民
の
過
重
な

基
地
負
担
の
軽
減
の
実
現
と
地

権
者
を
は
じ
め
地
域
住
民
に
不

利
益
を
生
じ
な
い
よ
う
な
計
画

的
返
還
を
求
め
る
と
と
も
に
、

跡
地
利
用
の
円
滑
な
推
進
に
必

要
な
施
策
を
国
・
県
に
働
き
か

け
ま
す
。

ま
た
、
国
道
58
号
拡
幅
事
業

に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
け
る

交
通
渋
滞
の
解
消
や
経
済
効
果

に
資
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
土
地
区
画
整
理
事

業
と
連
携
し
て
そ
の
整
備
を
促

進
し
ま
す
。

（
４
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出第

４
に
、
産
業
の
振
興
と
雇

用
の
創
出
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

情
報
化
社
会
の
一
層
の
進
展
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
、
消
費
需
要
の
変

化
、
規
制
緩
和
等
様
々
な
要
因

が
産
業
構
造
に
も
影
響
を
与
え

て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
変
化
の

下
、
本
町
の
将
来
経
済
シ
ス
テ

ム
を
見
据
え
た
産
業
基
盤
の
整

備
を
図
り
ま
す
。

本
町
の
産
業
構
造
は
、
小
売

商
業
や
観
光
業
の
第
３
次
産
業

が
大
き
な
̨
重
を
占
め
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
と
も
第
３
次

産
業
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

水
産
業
及
び
農
業
の
振
興
を
図

り
ま
す
。

特
に
観
光
産
業
は
、
総
合
産

業
で
あ
り
関
連
産
業
へ
の
波
及

効
果
が
大
き
く
、
経
済
を
担
う

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
産
業
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
本
町
ま
ち
づ
く

り
の
重
要
施
策
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
県
及
び
町
内
関
係
団

体
と
連
携
し
、
質
の
高
い
観
光

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
を
図
り
ま

す
。地

場
産
業
の
振
興
策
と
し
て

は
、
泡
盛
用
黒
麹
を
活
用
し
た

事
業
及
び
泡
盛
産
業
、
製
塩
事

業
並
び
に
海
洋
資
源
を
活
用
し

た
産
業
の
支
援
に
取
り
組
み
ま

す
。情

報
通
信
関
連
産
業
は
、
Ｉ

Ｔ
産
業
か
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
産
業
へ
と

進
展
し
て
お
り
、
情
報
通
信
産

業
振
興
地
域
指
定
の
制
度
を
活

用
す
る
と
と
も
に
、
美
浜
メ
デ

ィ
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し

て
誘
致
さ
れ
た
映
像
関
連
企
業

の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
活
用
に
よ

り
、
施
設
の
更
な
る
効
率
的
運

用
を
図
り
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

の
育
成
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
産
業
の

支
援
を
推
進
し
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業
地
区

及
び
桑
江
伊
ȸ
土
地
区
画
整
理

地
域
へ
の
企
業
誘
致
並
び
に
既

存
商
業
集
積
地
域
へ
の
情
報
関

連
産
業
や
観
光
産
業
等
の
誘
致

に
よ
り
、
雇
用
・
就
業
の
場
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
商
工
会
や
沖
縄
県

の
人
材
育
成
及
び
就
業
支
援
施

策
と
の
連
携
並
び
に
ハ
ロ
ー
ワ

ー
ク
と
の
連
携
を
図
り
若
年
層

の
就
業
を
支
援
し
ま
す
。

（
５
）
健
康
・
福
祉
の
推
進

第
５
に
、
健
康
・
福
祉
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。21

世
紀
に
入
り
、
更
に
少
子

高
齢
化
、
核
家
族
化
が
進
行
し
、

本
町
に
お
い
て
も
介
護
の
問

題
、
子
育
て
の
問
題
、
生
活
困

窮
等
福
祉
ニ
ー
ズ
は
増
大
か
つ

複
雑
化
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
中
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
す
べ
て
の
町
民
が
、

心
身
共
に
健
康
で
、
地
域
の
中

で
共
に
支
え
合
い
な
が
ら
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
指
し
、
す
べ
て
の

町
民
が
適
正
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
各

部
局
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
体

制
を
強
化
し
ま
す
。

特
に
、
保
健
医
療
、
介
護
予

防
及
び
自
立
支
援
施
策
の
拡
充

を
図
り
、
高
齢
者
、
障
害
者
及

び
そ
の
家
族
の
立
場
に
立
っ
た

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
保
育
ニ
ー
ズ

へ
の
対
応
や
児
童
虐
待
防
止
等

子
育
て
支
援
策
を
充
実
強
化
し

ま
す
。

さ
ら
に
、
町
民
の
健
康
づ
く

り
の
指
針
で
あ
る
「
健
康
ち
ゃ

た
ん
21
」
を
計
画
的
に
推
進
し
、

食
習
慣
、
運
動
習
慣
及
び
休
養

等
健
康
的
な
生
活
習
慣
の
確
立

の
た
め
の
環
境
づ
く
り
、
支
援

体
制
の
構
築
に
努
め
、
町
民
の

生
活
習
慣
病
の
予
防
及
び
健
康

保
持
・
増
進
を
図
り
ま
す
。

（
６
）
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

第
６
に
、
住
み
良
い
住
環
境

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

本
町
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
西

海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
返
還
軍

用
地
跡
地
利
用
事
業
及
び
公
有

水
面
埋
め
立
て
事
業
等
に
よ
り

商
業
施
設
が
整
備
さ
れ
、
急
速

な
市
街
化
が
形
成
さ
れ
て
き
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
道
58
号
か
ら
東
側
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地
域
に
つ
い
て
は
、
住
民
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
道
路
、
公
園
、

上･

下
水
道
、
福
祉
施
設
等
の

社
会
基
盤
施
設
の
整
備
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
な
お
快
適

な
住
環
境
と
し
て
は
不
十
分
な

地
域
が
あ
り
、
引
き
続
き
そ
の

整
備
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

西
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、

施
設
案
内
標
識
や
都
市
景
観
施

設
の
整
備
を
実
施
し
、
町
民
や

観
光
入
域
者
等
に
や
さ
し
い
魅

力
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
国
道
58
号
東
側
地
域
に

つ
い
て
は
、
誰
も
が
快
適
に
安

心
し
て
安
全
に
暮
ら
せ
る
生
活

環
境
の
整
備
促
進
を
図
り
ま

す
。

・
　
都
市
基
盤
の
整
備

本
町
は
、
町
域
の
約
54
％
を

駐
留
軍
用
地
が
占
め
て
い
る
た

め
、
住
民
が
快
適
な
生
活
を
送

る
上
で
必
要
な
社
会
資
本
で
あ

る
都
市
基
盤
施
設
の
整
備
に
大

き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
ま

す
。町

民
生
活
の
利
便
性
の
向
上

を
図
る
上
で
、
社
会
交
流
・
経

済
活
動
を
支
え
る
都
市
基
盤
の

整
備
は
特
に
重
要
で
あ
り
、
返

還
軍
用
地
跡
地
を
含
め
た
既
成

市
街
地
に
お
け
る
道
路
、
公
園
、

下
水
道
、
河
川
及
び
護
岸
の
整

備
等
町
民
の
日
常
生
活
に
必
要

な
都
市
基
盤
の
整
備
を
引
き
続

き
推
進
し
ま
す
。

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
急

速
な
市
街
化
に
伴
う
恒
常
的
な

交
通
渋
滞
の
緩
和
・
解
消
に
努

め
、
ま
た
日
常
に
お
け
る
救
急

活
動
や
町
民
生
活
の
利
便
性
の

確
保
、
地
域
間
交
流
の
促
進
を

図
り
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
道

路
整
備
を
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。一

方
、
幹
線
道
路
で
あ
る
国

道
58
号
拡
幅
事
業
や
県
道
24
号

線
バ
イ
パ
ス
整
備
事
業
に
に
つ

い
て
は
、
事
業
主
体
で
あ
る

国
・
県
と
連
携
し
当
該
事
業
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

公
園
整
備
に
つ
い
て
は
、
公

園
が
町
民
の
健
康
づ
く
り
の

場
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
、
ま
た
災
害
時

に
お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
適

切
な
誘
致
距
離
の
範
囲
内
で
、

設
置
計
画
を
推
進
し
ま
す
。

下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
桑
江
伊
ȸ
土
地
区
画
整
理

地
内
の
雨
水
排
水
・
下
水
道
整

備
事
業
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
町
内
の
下
水
道
普
及
率
及

び
水
洗
化
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。河

川
及
び
護
岸
の
整
備
等
に

つ
い
て
は
、
水
害
か
ら
町
民
の

生
命
・
財
産
を
守
り
、
安
全
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
環
境
を

確
保
す
る
た
め
、
白
̨
川
の
河

川
改
修
事
業
及
び
宮
城
海
岸
高

潮
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
事
業

主
体
で
あ
る
県
と
連
携
を
図
り

促
進
し
ま
す
。

・
　
環
境
共
生
型
社
会
の
形
成

今
日
、
環
境
問
題
は
、
地
球

温
暖
化
に
よ
る
影
響
を
含
め
、

人
間
の
活
動
に
よ
る
環
境
の
劣

化
が
懸
念
さ
れ
る
ͳ
̸
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、

国
に
お
い
て
は
、
「
環
境
基
本

計
画
」
を
策
定
し
、
環
境
へ
の

負
荷
を
最
小
限
に
抑
え
た
循
環

型
社
会
の
形
成
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
。

沖
縄
県
に
お
い
て
も
、
ご
み

排
出
量
の
増
大
に
伴
う
最
終
処

分
場
の
確
保
・
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
・
環
境
保
全
等
の
観
点
か

ら
「
沖
縄
県
ゴ
ミ
処
理
広
域
化

計
画
」
を
策
定
し
循
環
型
社
会

の
形
成
に
向
け
て
効
率
的
な
ゴ

ミ
処
理
計
画
を
推
進
し
て
い
ま

す
。本

町
に
お
い
て
も
、
ȸ
成
18

年
度
に
策
定
し
た
、
広
域
的
な

処
理
計
画
と
の
整
合
性
を
図
っ

た
「
北
谷
町
一
般
廃
棄
物
処
理

基
本
計
画
」
に
基
づ
き
町
民
・

事
業
者
・
町
が
一
体
と
な
っ
て

ご
み
問
題
に
取
り
組
み
、
良
好

な
環
境
を
人
と
自
然
が
調
和
し

た
循
環
型
社
会
の
形
成
を
め
ざ

し
て
ま
い
り
ま
す
。

・
　
安
心
・
安
全
な
ま
ち
の
形
成

本
町
は
近
年
都
市
化
が
進

み
、
今
後
も
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー

ナ
整
備
事
業
、
桑
江
伊
ȸ
土
地

区
画
整
理
事
業
等
各
種
事
業
の

進
展
に
よ
り
、
本
町
へ
の
入
域

者
数
の
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

●●ȸ成ȸ成1919年度施政方針年度施政方針

す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
ま
ち
が

よ
り
発
展
す
る
た
め
に
は
、
住

民
は
勿
論
の
こ
と
、
ま
ち
を
訪

れ
る
人
々
が
安
全
で
安
心
し
て

憩
い
、
そ
し
て
学
び
、
遊
べ
る

環
境
づ
く
り
は
重
要
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
沖
縄
県
が
制
定

し
た
「
ち
ゅ
ら
う
ち
な
ー
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
を
主
軸

に
県
民
総
ぐ
る
み
で
取
り
組
む

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
を
推
進

し
ま
す
。

（
７
）
教
育
・
文
化
等
の
推
進

第
７
に
、
教
育
・
文
化
等
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。国

際
化
、
情
報
化
及
び
都
市

化
の
進
展
に
よ
り
社
会
ͳ
̸
が

大
き
く
変
化
す
る
な
か
に
あ
っ

て
、
郷
土
の
自
然
や
文
化
に
誇

り
を
持
ち
、
英
知
と
創
造
性
に

満
ち
た
次
代
を
担
う
人
材
育
成

が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い

ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
児
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童
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
「
確
か

な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」
「
健
や

か
な
体
」
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
育

成
す
る
た
め
、
学
校
教
育
力
の

向
上
を
図
り
な
が
ら
、
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。そ

の
た
め
に
、
幼
児
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
に
確
か
な
学
力

の
土
台
と
な
る
基
礎
学
力
の
向

上
や
情
報
活
用
能
力
を
育
成
す

る
情
報
教
育
と
幼
小
中
の
体
系

化
さ
れ
た
英
語
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
職
場
見
学
や
職
場
体

験
学
習
、
道
徳
教
育
、
特
別
活

動
等
を
と
お
し
て
、
人
間
性
豊

か
な
児
童
生
徒
を
育
成
す
る
た

め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、

児
童
生
徒
の
実
態
把
握
に
努

め
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
の
連

携
に
よ
り
、
そ
の
防
止
に
努
め

ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機

会
を
選
択
し
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
生
涯
学
習
社
会
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
町
民
一
人
ひ
と

り
が
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な

人
生
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
社

会
の
構
築
を
目
指
し
た
施
策
を

展
開
し
ま
す
。

と
り
わ
け
、
町
民
の
生
涯
に

わ
た
る
学
習
活
動
の
拠
点
と
な

る
ち
ゃ
た
ん
ニ
ラ
イ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
は
、
幼
児
か
ら
高
齢

者
ま
で
の
あ
ら
ゆ
る
年
齢
階
層

の
多
様
な
学
習
ニ
ー
ズ
と
社
会

的
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
地
域
情
報
の
発
信
や
町
民

交
流
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
充

実
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
町
教
育
相
談
室
を
北
谷

町
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー
に
改

組
し
、
充
実
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
及

び
関
係
機
関
や
団
体
と
連
携
し

て
青
少
年
の
体
験
活
動
事
業
等

を
開
催
し
、
青
少
年
の
健
全
育

成
に
努
め
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
を
引
き

続
き
実
施
し
、
伊
礼
原
遺
跡
の

国
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
や

重
要
な
文
化
財
の
保
存
・
整
備

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
・
文
化
の
発
表
、

優
れ
た
伝
統
芸
能
観
賞
等
や
青

少
年
に
よ
る
演
劇
等
を
継
続
し

て
実
施
す
る
と
と
も
に
、
沖
縄

の
伝
統
芸
能
に
不
可
欠
な
「
し

ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関
す
る
事
業

を
展
開
し
、
情
操
の
涵
養
や
芸

術
活
動
へ
の
参
加
の
気
運
を
高

め
て
い
き
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
合
わ
せ
て
気
軽
に
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

親
し
む
こ
と
が
で
き
、
自
ら
の

健
康
増
進
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
引
き
続
き
施
設
整
備
に

努
め
ま
す
。

（
８
）
行
政
改
革
等
の
推
進

第
８
に
、
行
政
改
革
等
の
推

進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。分

権
型
社
会
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
が
求
め
ら
れ
る
今
日
、
地

方
公
共
団
体
に
お
い
て
は
、
少

子
高
齢
化
、
情
報
化
、
国
際
化

及
び
住
民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・

多
様
化
な
ど
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
に
一
層
適
切
に
対
応
す
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま

す
。一

方
、
国
地
方
を
通
じ
た
行

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
極
め
て
厳
し
く
、
ȸ
成

18
年
度
末
の
国
及
び
地
方
の
長

期
債
務
残
高
は
、
７
７
５
兆
円

程
度
に
上
る
と
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の

進
展
等
に
伴
う
諸
経
費
の
増
大

や
公
債
の
累
増
に
伴
う
公
債
償

還
費
の
増
大
等
に
よ
り
、
国
・

地
方
を
通
じ
て
歳
入
歳
出
構
造

が
ま
す
ま
す
硬
直
化
し
て
き
て

お
り
、
財
政
の
柔
軟
性
・
弾
力

性
を
失
い
つ
つ
あ
り
ま
す
。

本
町
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
ͳ
̸
に
対
応
す
る
た
め
に

行
政
改
革
大
綱
等
を
基
本
に
各

種
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
や

補
助
金
見
直
し
、
指
定
管
理
者

制
度
の
導
入
、
広
域
行
政
の
推

進
等
に
よ
り
経
費
の
節
減
合
理

化
等
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
将
来
的
な
地

方
交
付
税
の
さ
ら
な
る
削
減
、

急
速
な
少
子
高
齢
化
に
伴
う
社

会
保
障
経
費
の
増
大
が
予
測
さ

れ
る
中
、
今
後
と
も
安
定
的
に

町
政
運
営
を
維
持
し
て
い
く
た

め
に
は
、
徹
底
し
た
行
財
政
の

ス
リ
ム
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
行
政
改
革

大
綱
や
新
地
方
行
政
改
革
に
基

づ
く
「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
や

「
財
政
健
全
化
計
画
」
を
着
実

に
実
施
し
ま
す
。
特
に
、
地
方

分
権
等
に
伴
う
事
務
事
業
等
の

増
加
に
対
応
す
る
た
め
に
組
織

機
構
の
見
直
し
が
重
要
で
あ

り
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現
す
る
た

め
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
機

構
を
構
築
し
ま
す
。

（
９
）
男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現第

９
に
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
は
、
男
女
が
お
互
い
に
そ
の

人
権
を
尊
重
し
、
責
任
を
分
か

ち
合
う
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
す
る

た
め
「
北
谷
町
ニ
ラ
イ
の
ま
ち

づ
く
り
男
女
共
同
参
画
推
進
計

画
」
に
基
づ
き
策
定
さ
れ
た

「
実
施
計
画
」
に
つ
い
て
、
社

会
情
勢
等
の
変
化
に
的
確
に
対

応
し
た
見
直
し
を
図
り
、
全
庁

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

●●ȸ成ȸ成1919年度施政方針年度施政方針
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（
１
）
ȸ
和
行
政
と
基
地
問
題

の
解
決

ȸ
和
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
「
北
谷
町
民
ȸ
和
の
日
」

が
広
く
町
民
に
認
知
さ
れ
る
よ

う
ȸ
和
推
進
旬
間
に
お
け
る
事

業
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
中
・
高
校
生
に
対

す
る
ȸ
和
教
育
の
一
つ
と
し
て

の
「
広
島
・
長
崎
ȸ
和
学
習
派

遣
事
業
」
や
「
戦
時
体
験
者
講

話
」
を
実
施
し
、
戦
争
体
験
を

風
化
さ
せ
る
こ
と
な
く
沖
縄
戦

並
び
に
原
爆
被
害
の
実
相
を
次

世
代
に
正
し
く
継
承
し
、
ȸ
和

の
尊
さ
の
普
及
に
努
め
ま
す
。

基
地
問
題
に
つ
い
て
は
、
提

供
施
設
に
関
す
る
問
題
や
基
地

か
ら
派
生
す
る
事
件
・
事
故
へ

の
対
応
な
ど
様
々
な
課
題
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
解
決
に
際

し
て
は
、
的
確
な
現
ͳ
把
握
の

も
と
で
時
宜
を
得
た
行
動
を
展

開
し
ま
す
。

特
に
、
嘉
手
納
飛
行
場
に
起

因
し
て
発
生
す
る
事
件
・
事
故

に
つ
い
て
は
、
沖
縄
市
・
北
谷

町
・
嘉
手
納
町
の
三
市
町
連
絡

協
議
会
に
お
い
て
協
議
し
原
因

究
明
及
び
再
発
防
止
策
の
速
や

か
な
公
表
と
安
全
管
理
の
徹
底

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

嘉
手
納
飛
行
場
か
ら
日
常
的

に
発
生
す
る
航
空
機
騒
音
の
対

策
に
つ
い
て
は
、
航
空
機
騒
音

規
制
措
置
の
遵
守
を
は
じ
め
、

民
間
上
空
で
の
飛
行
中
止
や
訓

練
の
縮
小
を
強
く
求
め
る
と
と

も
に
、
日
米
両
政
府
に
そ
の
改

善
策
と
軽
減
措
置
の
実
現
を
求

め
ま
す
。

（
２
）
産
業
の
振
興
と
雇
用
の

創
出観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
の
振

興
に
つ
い
て
は
、
町
観
光
協
会

や
観
光
関
連
事
業
者
及
び
町
商

工
会
並
び
に
本
町
西
海
岸
地
域

に
お
け
る
商
業
施
設
や
大
型
ホ

テ
ル
と
の
連
携
を
密
に
し
、
プ

ロ
野
球
や
各
種
ス
ポ
ー
ツ
団
体

の
キ
ャ
ン
プ
地
と
し
て
の
定
着

や
海
洋
資
源
の
活
用
及
び
保
全

等
に
取
り
組
み
、
さ
ら
な
る
魅

力
あ
る
観
光
地
の
形
成
を
図
り

ま
す
。

ま
た
、
北
谷
町
観
光
振
興
計

画
を
策
定
し
、
本
町
の
観
光
振

興
の
基
本
を
定
め
、
町
の
観
光

資
源
で
あ
る
文
化
遺
産
や
史
跡

の
活
用
、
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の

振
興
及
び
体
験
・
滞
在
型
観
光

等
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
創
出
に

取
り
組
み
ま
す
。
さ
ら
に
、
観

光
振
興
の
重
要
な
役
割
を
担
う

町
観
光
協
会
の
円
滑
な
運
営
支

援
並
び
に
観
光
産
業
支
援
の
た

め
の
基
金
設
立
に
取
り
組
み
ま

す
。情

報
関
連
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
は
、
「
情
報
通
信
産
業
振

興
地
域
」
指
定
の
制
度
を
活
用

し
、
引
き
続
き
ベ
ン
チ
ャ
ー
企

業
の
育
成
を
支
援
し
雇
用
の
促

進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、I

C
T

関
連
研
修
や
各
種
技
能
講
座
を

開
催
し
、
次
代
を
見
据
え
た
情

報
通
信
関
連
産
業
の
振
興
を
推

進
し
ま
す
。

農
業
に
つ
い
て
は
、
狭
い
農

地
を
有
効
的
に
活
用
し
た
収
益

性
の
高
い
作
物
等
へ
の
転
換
や

有
機
農
業
を
奨
励
し
農
業
従
事

者
の
育
成
、
参
加
意
欲
の
高
揚

を
図
り
ま
す
。

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
整
備
事

業
は
、
漁
業
と
海
洋
レ
ク
レ
ェ

ー
シ
ョ
ン
産
業
、
観
光
リ
ゾ
ー

ト
産
業
な
ど
海
に
関
す
る
事
業

を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
産
業
の

振
興
を
目
的
と
し
て
お
り
、
水

産
業
の
振
興
並
び
に
西
海
岸
一

帯
の
活
性
化
、
観
光
、
雇
用
に

大
き
く
寄
与
す
る
事
業
で
あ

り
、
継
続
し
て
施
設
整
備
及
び

３
　
部
門
別
主
要
施
策

ま
た
、
町
内
各
女
性
団
体
の

情
報
交
換
会
を
は
じ
め
町
民
向

け
の
各
種
講
座
や
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、

機
関
誌
の
発
行
や
町
広
報
紙
に

よ
り
情
報
の
提
供
を
行
い
、
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
の
た

め
諸
施
策
を
計
画
的
に
推
進
し

ま
す
。

以
上
、
町
政
運
営
に
当
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
を
申
し
上
げ

ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び
に

町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

次
に
、
ȸ
成
19
年
度
の
部
門
別

主
要
施
策
に
つ
い
て
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

企
業
誘
致
活
動
を
推
進
し
ま

す
。水

産
業
の
振
興
に
つ
い
て

は
、
北
谷
町
漁
業
協
同
組
合
が

策
定
す
る
振
興
計
画
の
事
業
化

及
び
経
営
安
定
化
に
向
け
た
自

主
事
業
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
地
区

と
連
携
し
た
、
新
た
な
事
業
を

支
援
し
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、

フ
ィ
ッ
シ
ャ
リ
ー
ナ
事
業
地
区

及
び
桑
江
伊
ȸ
土
地
区
画
整
理

地
域
等
へ
の
企
業
誘
致
に
よ

り
、
雇
用
・
就
業
の
場
の
確
保

に
努
め
る
と
と
も
に
、
関
係
機

関
と
連
携
・
強
化
を
図
り
職
業

能
力
の
向
上
及
び
人
材
育
成
に

取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
の
雇
用
者
の
福
利
厚
生
面

を
支
援
す
る
沖
縄
中
部
勤
労
者

福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
及
び

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と
連

携
し
、
勤
労
者
の
福
祉
の
向
上
、

高
齢
者
の
雇
用
を
促
進
し
ま

す
。

（
３
）
健
康
・
福
祉
の
増
進

地
域
福
祉
に
つ
い
て
は
、
地

域
福
祉
の
担
い
手
と
な
る
社
会

福
祉
協
議
会
の
基
盤
強
化
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
を
図
る
と

と
も
に
、
民
生
委
員
・
児
童
委

員
、
社
会
福
祉
団
体
な
ど
と
緊

密
な
連
携
の
も
と
、
町
民
一
人

ひ
と
り
が
担
う
こ
と
が
で
き
る

地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま

す
。高

齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
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第
４
次
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画

の
理
念
で
あ
る
「
生
涯
を
通
し

た
健
康
づ
く
り
と
社
会
参
加
の

促
進
」
「
生
活
の
質
を
高
め
る

自
立
支
援
策
の
推
進
」
「
共
に

支
え
合
う
共
生
と
協
働
に
よ
る

地
域
づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
事

業
を
推
進
し
ま
す
。

中
で
も
、
高
齢
者
の
保
健
・

医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進

を
包
括
的
に
支
援
す
る
拠
点
と

し
て
設
置
さ
れ
た
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
地
域

の
住
民
や
地
域
福
祉
に
関
わ
る

各
種
団
体
と
の
連
携
を
強
化

し
、
全
て
の
高
齢
者
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
地
域
ケ
ア
体
制
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

今
後
は
、
誰
も
が
健
や
か
に

高
齢
期
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
介

護
予
防
事
業
や
い
き
が
い
支
援

事
業
の
充
実
強
化
を
図
り
ま

す
。児

童
福
祉
に
つ
い
て
は
、
次

世
代
育
成
支
援
施
策
を
最
も
重

要
な
課
題
と
位
置
づ
け
、
「
ち

ゃ
た
ん
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

プ
ラ
ン
」
の
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
ま
す
。
特
に
、
課
題
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
待
機
児
童

解
消
の
一
環
と
し
て
、
認
可
保

育
所
の
増
設
を
促
進
す
る
と
と

も
に
、
児
童
館
や
地
域
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

地
域
全
体
で
子
育
て
を
支
援
し

て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
放
課
後
児
童
健

全
育
成
事
業
、
一
時
保
育
な
ど

の
特
別
保
育
事
業
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
児
童
虐
待
や
、
非
行

等
要
保
護
児
童
家
庭
の
相
談
が

増
大
し
て
い
る
昨
今
、
要
保
護

児
童
の
早
期
発
見
を
促
進
す
る

「
北
谷
町
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
」(

通
称
：
子
ど
も

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト)

の
円

滑
な
運
用
を
図
る
と
と
も
に
、

養
育
困
難
家
庭
に
対
す
る
「
育

児
支
援
家
庭
訪
問
事
業
」
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
児
童
虐

待
の
未
然
防
止
を
図
り
ま
す
。

ひ
と
り
親
家
庭
等(

母
子
家

庭
、
寡
婦
及
び
父
子
家
庭)

の

福
祉
施
策
に
つ
い
て
は
、
経
済

的
支
援
と
と
も
に
、
自
立
促
進

の
た
め
の
総
合
的
な
施
策
を
推

進
し
ま
す
。
特
に
、
母
子
・
父

子
家
庭
等
医
療
費
助
成
事
業
を

引
き
続
き
実
施
し
、
北
谷
町
母

子
寡
婦
福
祉
会
へ
の
助
成
等
ひ

と
り
親
家
庭
等
の
福
祉
の
充
実

を
図
り
ま
す
。

障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
制
定
を

受
け
て
、
ȸ
成
18
年
度
に
策
定

さ
れ
た
「
第
２
次
北
谷
町
障
害

者
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
障
害

者
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
サ
ー
ビ

ス
基
盤
の
整
備
に
努
め
る
と
と

も
に
、
障
害
者
が
自
立
し
た
日

常
生
活
又
は
社
会
生
活
を
営
む

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
自
立
支

援
給
付
や
地
域
生
活
支
援
事
業

等
各
種
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
町
の
運
営
す
る
心
身

障
害
者
等
授
産
事
業
所
「
青
空
」

と
、
北
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会

が
運
営
主
体
で
あ
る
身
体
障
害

者
小
規
模
授
産
施
設
「
ニ
ラ
イ

の
里
」
に
つ
い
て
は
、
障
害
者

自
立
支
援
法
の
適
用
に
向
け
両

施
設
の
一
元
化
に
取
り
組
み
ま

す
。健

康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

生
涯
を
通
じ
た
住
民
の
健
康
づ

く
り
を
支
援
し
、
健
康
寿
命
の

延
伸
に
努
め
る
と
と
も
に
、

「
北
谷
町
健
康
文
化
と
快
適
な

く
ら
し
の
ま
ち
づ
く
り
創
造
プ

ラ
ン
」
や
「
健
康
ち
ゃ
た
ん
21
」

の
指
針
に
基
づ
き
、
関
係
各
課

及
び
関
係
団
体
と
連
携
し
、
効

果
的
か
つ
効
率
的
な
保
健
事
業

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
生
活

習
慣
病
の
原
因
と
な
っ
て
い
る

町
民
の
食
生
活
の
改
善
や
食
育

事
業
の
推
進
の
た
め
に
、
食
生

活
改
善
推
進
員
に
よ
る
地
域
活

動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

地
域
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
の

結
成
を
支
援
し
地
域
の
健
康
づ

く
り
等
を
推
進
し
ま
す
。

保
健
事
業
に
つ
い
て
は
、
ȸ

成
20
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る

「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関

す
る
法
律
」
を
主
と
す
る
医
療

制
度
改
革
に
よ
り
、
市
町
村
国

保
に
特
定
健
診
及
び
特
定
保
健

指
導
の
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
同
事
業
等
の
施
行
に

対
応
し
て
い
く
た
め
、
ȸ
成
19

年
度
中
に
「
特
定
健
康
診
査
等

実
施
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

ま
た
、
各
種
健
康
教
育
、
各
種

健
康
相
談
及
び
訪
問
事
業
等
を

実
施
し
、
個
々
の
自
主
的
な
健

康
増
進
及
び
疾
病
予
防
を
推
進

し
、
医
療
費
の
伸
び
の
抑
制
を

図
り
ま
す
。

母
子
保
健
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
「
ち
ゃ
た
ん
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

い
た
事
業
を
推
進
し
、
す
べ
て

の
女
性
が
安
心
し
て
楽
し
く
出

産
・
育
児
が
で
き
、
す
べ
て
の

子
ど
も
が
健
や
か
に
成
長
で
き

る
地
域
社
会
の
形
成
を
目
指
し

ま
す
。

（
４
）
住
み
良
い
住
環
境
の
整
備

町
民
が
安
心
し
て
、
快
適
に

生
活
を
営
ん
で
い
く
上
で
、
道

路
、
公
園
、
上･

下
水
道
、
河

川
及
び
護
岸
等
の
都
市
基
盤
施

設
の
整
備
は
重
要
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
の
都
市
基
盤
施
設
に
つ

い
て
次
の
よ
う
な
施
策
を
展
開

し
ま
す
。

・
　
道
路
の
整
備

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
幹

線
道
路
の
交
通
渋
滞
の
緩
和
・

解
消
と
円
滑
な
交
通
機
能
を
確

保
す
る
た
め
、
国
道
58
号
拡
幅

事
業
や
県
道
24
号
線
バ
イ
パ
ス

整
備
事
業
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
交
通
需
要
に
対
応
し
た
生

活
道
路
の
整
備
を
引
き
続
き
推

進
し
ま
す
。
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そ
こ
で
、
宇
地
原
１
号
線
新

設
事
業
、
旧
役
場
前
線
新
設
事

業
及
び
桑
江
17
号
線
新
設
事
業

を
引
き
続
き
実
施
し
て
、
日
常

生
活
の
利
便
性
と
円
滑
な
道
路

交
通
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
見
通
し
の
悪
い
変
則

交
差
点
や
通
勤
・
通
学
路
と
し

て
利
便
性
の
高
い
生
活
道
路
の

安
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、
桑

江
浜
川
線
・
宮
城
１
号
線
交
差

点
改
良
事
業
や
桑
江
５
号
線
改

良
事
業
の
継
続
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
浜
川
千

原
４
号
線
改
良
事
業
や
上
勢
頭

地
域
内
の
道
路
改
良
事
業
に
つ

い
て
は
、
計
画
的
に
推
進
し
ま

す
。

・
　
都
市
景
観
施
設
の
整
備

西
海
岸
地
域
の
公
共
施
設
及

び
観
光
施
設
等
を
利
用
す
る

人
々
に
対
し
て
親
切
で
、
か
つ

的
確
に
早
く
目
的
地
に
到
達
す

る
こ
と
が
で
き
る
サ
イ
ン
誘
導

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
と
と

も
に
、
美
浜
地
区
の
商
業
拠
点

及
び
観
光
拠
点
と
し
て
の
更
な

る
街
な
み
演
出
を
図
る
た
め
、

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
制
度

を
活
用
し
た
修
景
施
設
の
整
備

を
促
進
し
、
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ

ッ
ジ
の
建
物
や
ゆ
と
り
あ
る
歩

道
を
調
和
さ
せ
た
魅
力
あ
る
都

市
景
観
の
形
成
に
努
め
ま
す
。

・
　
公
園
緑
地
等
の
整
備

本
町
の
公
園
に
つ
い
て
は
、

一
定
の
整
備
が
完
了
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
こ

れ
ら
の
整
備
済
み
公
園
に
つ
い

て
の
利
便
性
を
高
め
る
と
と
も

に
、
公
園
を
活
用
し
た
町
民
の

健
康
維
持
・
増
進
並
び
に
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
に
資
す
る
た

め
、
施
設
利
用
度
調
査
及
び
必

要
施
設
の
ニ
ー
ズ
把
握
に
取
り

組
み
ま
す
。

特
に
、
町
民
の
利
用
度
の
高

い
北
谷
公
園
と
安
良
波
公
園
に

つ
い
て
は
、
ȸ
成
17
年
度
に
お

い
て
設
置
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
が
、
利
用
者
の
健
康
づ

く
り
に
利
活
用
さ
れ
て
お
り
、

ȸ
成
19
年
度
に
は
、
新
た
に
桑

江
公
園
及
び
桃
原
公
園
に
つ
い

て
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を

設
置
し
、
地
域
住
民
の
健
康
福

祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

東
部
地
域
に
お
け
る
都
市
基

盤
の
整
備
を
図
る
た
め
、
宇
地

原
公
園
の
整
備
を
引
き
続
き
推

進
し
、
ま
た
、
北
玉
公
園
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
意
見
、

要
望
を
集
約
し
、
位
置
の
選
定

に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
、
新
川
地
域
に
残
さ
れ

た
緑
地
の
保
全
と
活
用
を
図
る

た
め
新
川
自
然
ふ
れ
あ
い
公
園

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

新
川
墓
地
公
園
に
つ
い
て
は
、

都
市
施
設
等
の
整
備
に
伴
い
移

転
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
墓
の
移

設
先
の
確
保
と
良
好
な
住
環
境

づ
く
り
の
た
め
墓
地
の
集
合
化

を
図
る
必
要
が
あ
り
、
更
に
町

民
の
墓
地
需
要
に
対
応
す
る
た

め
に
新
川
墓
地
公
園
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。

・
　
上
水
道
の
整
備

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

営

の
健
全
化
に
努
め
、
漏
水

防
止
対
策
を
引
き
続
き
強
化
し

高
い
有
収
率
の
確
保
を
目
指
す

と
と
も
に
、
施
設
の
整
備
と
給

水
安
定
確
保
の
た
め
、
宮
城
・

浜
川
地
域
及
び
吉
原
地
内
の
老

朽
管
の
布
設
替
え
を
実
施
し
ま

す
。ま

た
、
桑
江
伊
ȸ
土
地
区
画

整
理
事
業
区
域
へ
の
配
水
事
業

を
行
う
た
め
、
桑
江
伊
ȸ
地
内

配
水
管
布
設
工
事
の
新
設
管
の

布
設
を
実
施
し
ま
す
。

・
　
下
水
道
の
整
備

下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

町
民
が
快
適
で
安
心
な
生
活
を

営
み
、
ま
た
公
共
水
域
の
水
質

保
全
を
図
る
た
め
に
汚
水
・
雨

水
排
水
施
設
の
整
備
を
促
進
す

る
と
と
も
に
、
町
内
の
下
水
道

普
及
率
及
び
水
洗
化
率
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

ȸ
成
19
年
度
に
お
い
て
は
、

謝
苅
・
新
川
・
桑
江
地
区
の
下

水
道
整
備
事
業
に
取
り
組
み
、

ま
た
老
朽
化
や
将
来
の
処
理
汚

水
量
の
増
加
に
対
応
す
る
た

め
、
宮
城
中
継
ポ
ン
プ
場
改
築

に
向
け
た
実
施
設
計
を
行
い
ま

す
。

・
　
河
川
・
海
岸
の
整
備

河
川
や
海
岸
整
備
に
つ
い
て

は
、
防
護
効
果
が
高
く
親
水
性

に
も
配
慮
し
た
潤
い
の
あ
る
水

辺
空
間
を
創
出
し
、
安
全
で
快

●●ȸ成ȸ成1919年度施政方針年度施政方針

適
な
住
環
境
を
確
保
す
る
た
め

に
も
、
白
̨
川
の
河
川
改
修
事

業
や
宮
城
海
岸
高
潮
対
策
事
業

の
早
期
完
了
を
図
る
た
め
、
管

理
者
で
あ
る
県
や
関
係
機
関
と

連
携
し
な
が
ら
、
整
備
を
促
進

し
ま
す
。

・
　
環
境
共
生
型
社
会
の
推
進

本
町
に
お
い
て
は
、
ご
み
の

減
量
化
・
再
利
用
・
再
生
利
用

を
図
る
た
め
に4

種
分
別
の
排

出
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

「
家
庭
ご
み
の
有
料
化
制
」
を

実
施
し
ご
み
の
減
量
化
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。

今
後
、
よ
り
ゴ
ミ
減
量
化
を

推
進
す
る
た
め
、
ゴ
ミ
と
し
て

収
集
さ
れ
た
草
木
の
チ
ッ
プ
化

に
よ
る
資
源
化
を
促
進
し
ま

す
。ま

た
、
商
業
店
舗
の
増
加
と

と
も
に
増
え
る
傾
向
に
あ
る
事

業
系
ご
み
に
つ
い
て
は
、
減
量

化
を
図
る
た
め
、
家
庭
系
ゴ
ミ

と
同
様
の
分
別
収
集
に
向
け
た

計
画
を
進
め
ま
す
。

さ
ら
に
、
家
庭
用
生
ご
み
処

理
器
購
入
補
助
制
度
や
資
源
ご

み
回
収
団
体
報
償
金
制
度
の
普

及
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
ク

リ
ー
ン
指
導
員
に
よ
る
ゴ
ミ
の

適
正
な
排
出
指
導
や
、
不
法
投

棄
の
防
止
活
動
、
環
境
パ
ト
ロ

ー
ル
に
よ
る
放
置
車
両
の
一
掃

及
び
不
法
投
棄
対
策
を
強
化
し

ま
す
。

病
原
菌
を
媒
介
す
る
そ
族
昆

虫
対
策
に
つ
き
ま
し
て
は
、
自
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然
環
境
に
配
慮
し
た
防
除
を
行

う
と
と
も
に
、
空
き
地
の
清
掃

指
導
な
ど
空
き
地
管
理
対
策
を

図
り
ま
す
。

ま
た
、
北
谷
町
、
沖
縄
市
及

び
宜
野
湾
市
の
二
市
一
町
で
構

成
す
る
倉
浜
衛
生
施
設
組
合
で

進
め
て
い
る
、
資
源
循
環
型
社

会
に
対
応
し
た
新
し
い
処
理
工

場
の
建
設
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
̨
謝
川
行
政
事
務
組
合
に

お
い
て
推
進
す
る
火
葬
場
の
整

備
に
む
け
て
、
今
後
と
も
関
係

３
町
村
の
協
議
を
促
進
し
ま

す
。

・
　
防
犯

防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
、
沖

縄
県
が
制
定
し
た
「
ち
ゅ
ら
う

ち
な
ー
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
条

例
」
を
主
軸
に
、
長
期
的
視
点

に
立
っ
た
安
全
で
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
を
実
現
す
る
た
め

「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」
の
推
進

に
取
り
組
み
ま
す
。

一
つ
目
に
、
「
ち
ゅ
ら
ひ
と

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
防
犯
リ

ー
ダ
ー
の
育
成
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
や
町
、
地
域
が
連
携
し
、

「
規
範
意
識
の
醸
成
」「
躾
教
育
」

に
重
点
を
お
い
た
「
ス
ケ
ー
ト

ボ
ー
ド
環
境
デ
ザ
イ
ナ
ー
ス
ク

ー
ル
」
の
継
続
等
、
青
少
年
の

健
全
育
成
の
一
翼
を
担
っ
て
い

け
る
よ
う
強
力
に
推
進
し
ま

す
。二

つ
目
は
、
「
ち
ゅ
ら
ゆ
い

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
青
色

回
転
灯
を
装
備
し
た
公
用
車
に

よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
継
続

し
て
取
り
組
ん
で
い
く
と
と
も

に
、
地
域
に
お
け
る
防
犯
組
織

の
設
立
や
活
動
等
を
支
援
し
ま

す
。三

つ
目
は
、
「
ち
ゅ
ら
ま
ち

づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
ハ
ン

ビ
ー
・
美
浜
地
域
に
お
い
て
ȸ

成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り

ま
す
青
色
防
犯
灯
設
置
事
業
を

今
後
と
も
継
続
的
に
他
地
域
へ

拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

・
　
交
通
安
全

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

は
、
そ
の
根
幹
を
な
す
法
令
の

遵
守
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る

た
め
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
の
町
民
や
本
町
へ
入
域
す
る

方
々
を
対
象
と
し
た
交
通
安
全

思
想
の
普
及
、
啓
発
活
動
を
推

進
し
ま
す
。
ま
た
、
関
係
機
関

と
緊
密
に
連
携
し
、
特
に
交
通

三
悪
の
中
で
も
依
然
後
を
絶
た

な
い
飲
酒
運
転
及
び
暴
走
行
為

等
の
追
放
を
図
り
ま
す
。

・
　
消
防
・
防
災

消
防
・
防
災
対
策
に
つ
い
て

は
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
町
民
の
生
命
、
身
体
及
び

財
産
の
保
護
を
具
体
的
、
実
践

的
に
対
応
で
き
る
よ
う
ニ
ラ
イ

消
防
と
連
携
し
、
防
災
計
画
に

沿
っ
た
対
応
の
推
進
を
図
り
ま

す
。災

害
時
の
対
策
と
し
て
は
、

町
民
に
対
し
今
後
も
防
災
マ
ッ

プ
等
の
活
用
に
よ
り
、
町
内
の

災
害
危
険
区
域
、
避
難
所
施
設

等
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
食
料

や
飲
料
水
の
備
蓄
に
つ
い
て

は
、
携
帯
用
リ
ュ
ッ
ク
式
水
袋

を
年
次
的
に
増
や
し
、
複
数
の

避
難
所
に
備
蓄
し
ま
す
。

ȸ
成
19
年
度
に
つ
い
て
は
、

本
町
西
海
岸
地
域
に
お
い
て
、

津
波
災
害
に
対
す
る
緊
急
避
難

場
所
の
周
知
を
図
る
等
の
啓
発

活
動
を
行
う
と
と
も
に
、
津
波

警
報
発
令
時
を
想
定
し
た
避
難

訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

消
防
業
務
に
つ
い
て
は
、
そ

の
活
動
拠
点
と
な
る
ニ
ラ
イ
消

防
本
部
と
三
町
村
相
互
の
消
防

業
務
の
連
携
強
化
を
図
り
ま

す
。

(

５)

教
育
・
文
化
等
の
推
進

幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
生
活
習
慣
や
道
徳
性
を

培
う
と
と
も
に
、
終
園
後
の
預

か
り
保
育
に
お
け
る
完
全
給
食

を
実
施
し
、
就
学
前
の
集
団
生

活
を
重
視
し
た
教
育
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
基

礎
的
・
基
本
的
事
項
の
確
実
な

定
着
を
図
る
た
め
、
読
み
・
書

き
・
計
算
の
力
の
育
成
、
補
充

的
な
指
導
及
び
学
ぶ
意
欲
を
高

め
る
た
め
の
指
導
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
学
習
を
支
え
る
力

の
育
成
、
基
本
的
な
生
活
習
慣

の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

幼
稚
園
、
小
学
校
、
中
学
校
の

学
校
間
の
連
携
を
強
化
し
、
各

学
校
の
諸
活
動
計
画
及
び
学
校

行
事
等
の
工
夫
・
改
善
に
努

め
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す
。

小
学
校
に
お
い
て
は
、
文
部

科
学
省
か
ら
昨
年
度
ま
で
指
定

研
究
を
受
け
た
小
学
校
英
語
活

動
地
域
サ
ポ
ー
ト
事
業
の
研
究

成
果
を
町
内
全
校
で
継
続
し
て

取
り
組
み
、
中
学
校
の
英
語
教

育
と
の
体
系
化
を
図
り
ま
す
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
中
学

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
、
学

校
生
活
を
自
ら
の
力
で
よ
り
良

く
し
て
い
く
と
い
う
生
徒
の
自

治
能
力
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
各
小
中
学
校
で
作
成

し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
沿
い
、
教
育
課
程
全

体
を
と
お
し
て
、
職
場
見
学
や

職
場
体
験
学
習
等
を
含
め
た
キ

ャ
リ
ア
教
育
を
一
層
推
進
し
ま

す
。情

報
教
育
に
つ
い
て
は
、
新

情
報
教
育
推
進
計
画
に
基
づ
き

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
取
り
入
れ
た

授
業
に
積
極
的
に
取
組
み
情
報

教
育
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

今
年
度
か
ら
開
始
さ
れ
る
特

別
支
援
教
育
に
関
し
ま
し
て

は
、
特
別
支
援
教
育
ヘ
ル
パ
ー

派
遣
制
度
の
運
用
や
各
学
校
が

推
進
す
る
特
別
支
援
教
育
計
画

に
基
づ
き
障
害
の
あ
る
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー

ズ
に
応
じ
て
適
切
な
指
導
及
び

必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
教
育
相
談
室
を

北
谷
町
青
少
年
支
援
セ
ン
タ
ー

に
改
組
し
、
教
育
相
談
体
制
の

●●ȸ成ȸ成1919年度施政方針年度施政方針
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充
実
を
図
る
と
と
も
に
不
登
校

児
童
生
徒
や
問
題
行
動
等
へ
適

切
に
対
応
し
ま
す
。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て
は
、

学
校
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

い
じ
め
を
見
逃
す
こ
と
の
な
い

よ
う
、
児
童
生
徒
の
変
化
を
注

意
深
く
見
守
る
と
と
も
に
、
定

期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
実

態
把
握
に
努
め
、
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
に
よ
り
、
そ
の
防

止
に
努
め
ま
す
。

学
校
教
育
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
北
谷
中
学
校
多
目
的

教
室
増
築
事
業
を
引
続
き
実
施

す
る
と
と
も
に
、
浜
川
小
学
校

校
舎
改
築
計
画
、
北
谷
第
二
小

学
校
屋
外
運
動
場
整
備
事
業
に

取
り
組
み
、
良
好
な
教
育
環
境

の
確
保
に
努
め
ま
す
。

社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
町

民
や
社
会
教
育
団
体
の
主
体
的

な
学
習
活
動
や
社
会
教
育
活
動

を
支
援
す
る
た
め
、
そ
の
ニ
ー

ズ
に
即
し
た
講
座
や
研
修
制
度

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
健
全
育
成
協
議

会
を
中
心
に
青
少
年
支
援
セ
ン

タ
ー
及
び
関
係
団
体
等
の
連
携

を
図
り
、
団
体
活
動
、
地
域
活

動
、
社
会
体
験
活
動
へ
の
参
加

等
を
促
進
し
、
社
会
性
や
豊
か

な
人
間
性
を
育
ん
で
い
き
ま

す
。
さ
ら
に
、
子
ど
も
達
の
居

場
所
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
文
部

科
学
省
補
助
事
業
に
よ
る
放
課

後
こ
ど
も
プ
ラ
ン
推
進
事
業
を

推
進
し
ま
す
。

生
涯
学
習
プ
ラ
ザ
に
お
い
て

は
、
国
際
化
、
情
報
化
、
環
境

対
策
と
い
っ
た
時
代
の
要
請
や

町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
た
講
座
・
教
室
等
を
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
の
連
携

を
図
り
開
催
す
る
と
と
も
に
サ

ー
ク
ル
活
動
を
支
援
し
、
生
涯

学
習
情
報
の
提
供
や
町
民
交
流

拠
点
と
し
て
の
活
用
促
進
を
図

り
ま
す
。

町
立
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

蔵
書
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も

に
、
講
座
や
講
演
会
を
開
催
し

て
町
民
の
読
書
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
町
内
各

小
中
学
校
や
各
地
区
公
民
館
、

各
児
童
館
へ
の
図
書
集
配
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
支
援
事

業
を
引
続
き
実
施
し
、
学
校
や

地
域
の
読
書
活
動
を
支
援
す
る

こ
と
で
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
、
す
べ
て
の
町
民
が
利
用
し

や
す
い
サ
ー
ビ
ス
を
め
ざ
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

文
化
行
政
に
つ
い
て
は
、
埋

蔵
文
化
財
の
確
認
発
掘
調
査
を

引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も

に
、
文
化
財
の
保
存
活
用
を
図

る
為
、
伊
礼
原
遺
跡
の
国
指
定

重
要
文
化
財
の
指
定
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
博
物
館
建
設

基
金
を
設
置
し
博
物
館
建
設
を

促
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
ȸ
成
17
年
度
か
ら

整
備
を
進
め
て
き
た
伝
統
木
造

建
築
物
「
う
ち
な
ぁ
家
」
の
活

用
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
芸
術
文
化
の
振
興
の

た
め
、
す
ぐ
れ
た
音
楽
と
演
劇

を
鑑
賞
す
る
機
会
を
提
供
し
、

町
民
の
文
化
芸
術
活
動
を
積
極

的
に
支
援
す
る
と
と
も
に
、

「
し
ま
く
と
ぅ
ば
」
に
関
す
る

事
業
及
び
青
少
年
の
演
劇
活
動

へ
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

社
会
教
育
施
設
に
つ
い
て

は
、
地
域
住
民
の
活
動
拠
点
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
場
と
し
て

美
浜
地
区
学
習
等
供
用
施
設
の

整
備
を
図
り
ま
す
。

社
会
体
育
に
つ
い
て
は
、
北

谷
中
学
校
屋
外
運
動
場
へ
の
夜

間
照
明
施
設
を
整
備
し
、
学
校

施
設
の
地
域
開
放
を
促
進
す
る

と
と
も
に
、
“
町
民
一
人
一
ス

ポ
ー
ツ
”
を
基
本
と
し
た
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
や
ス
ポ
ー
ツ

振
興
を
さ
ら
に
推
進
し
ま
す
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
近

年
、
食
生
活
を
取
り
巻
く
社
会

環
境
な
ど
が
大
き
く
変
化
し
、

食
行
動
の
多
様
化
が
進
む
中

で
、
偏
っ
た
栄
養
摂
取
、
肥
満

の
増
加
、
生
活
習
慣
病
の
低
年

齢
化
な
ど
が
問
題
化
し
て
い
る

ͳ
̸
に
鑑
み
、
学
校
給
食
を
通

し
て
幼
児
児
童
生
徒
が
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
、
自
ら

の
健
康
管
理
が
で
き
る
よ
う
な

指
導
や
食
育
を
実
施
し
、
給
食

活
動
を
通
じ
て
豊
か
な
心
の
育

成
と
社
会
性
を
涵
養
す
る
と
と

も
に
、
安
全
で
安
心
で
き
る
学

校
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

（
６
）
行
政
改
革
等
の
推
進

地
方
自
治
体
は
、
地
方
分
権

の
推
進
や
国
の
三
位
一
体
改

革
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
等

に
よ
り
、
財
政
は
じ
め
地
方
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
く
中
に
あ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
以
上
に
簡
素
で
効
率
的
・

効
果
的
な
行
政
体
制
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

本
町
は
、
ȸ
成
11
年
に
行
政

改
革
大
綱
を
定
め
、
さ
ら
に
ȸ

成
16
年
に
は
大
綱
の
見
直
し
を

図
り
な
が
ら
、
多
種
多
様
化
、

高
度
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
適

切
に
対
処
し
て
い
く
た
め
に
、

積
極
的
に
行
政
改
革
に
取
り
組

ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
社
会
構
造
の
変

化
や
国
の
制
度
改
革
、
急
速
に

都
市
化
が
進
展
す
る
本
町
の
多

種
多
様
な
行
政
需
要
に
応
え
る

た
め
行
政
改
革
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ȸ
成
19
年
度
に
お
い
て
も
、

引
き
続
き
財
政
の
健
全
化
に
努

め
る
と
と
も
に
、
事
務
事
業
の

見
直
し
、
機
構
の
改
革
等
に
取

り
組
み
ま
す
。
事
務
事
業
に
あ

っ
て
は
、
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド

ビ
ル
ド
を
徹
底
し
事
務
事
業
の

民
間
委
託
、
職
員
の
定
員
及
び

給
与
の
適
正
化
、
研
修
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
の
組
織
機
構
に
つ

い
て
は
、
地
方
自
治
法
の
改
正

に
伴
う
副
町
長
制
及
び
会
計
管



次
に
、
今
議
会
に
提
案
い
た
し

ま
す
議
案
に
つ
い
て
ご
説
明
申

し
上
げ
ま
す
。

ȸ
成
１
９
年
度
予
算
に
つ
き
ま

し
て
は
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ

ま
し
た
諸
施
策
を
中
心
に
、

一
　
般
　
会
　
計
　
　
　
　
　
　

９
，
４
２
５
，
０
０
０
千
円

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
　
　
　

３
，
２
１
９
，
０
１
９
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計
　
　
　
　
　

１
，
７
５
６
，
８
０
３
千
円

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
　
　

６
７
９
，
４
２
７
千
円

水
道
事
業
会
計
　
　
　
　
　
　
　

８
９
８
，
７
１
４
千
円

の
規
模
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ȸ
成
18
年
度
予
算
に
つ

き
ま
し
て
は
、
義
務
的
経
費
及

び
そ
の
他
の
経
費
の
過
不
足
額

を
補
う
た
め
、
一
般
会
計
補
正

予
算
及
び
国
民
健
康
保
健
特
別

会
計
ほ
か
３
件
の
特
別
会
計
補

正
予
算
を
提
案
し
て
お
り
ま

す
。な

お
、
補
正
予
算
の
議
案
に

つ
き
ま
し
て
は
、
先
議
案
件
と

し
て
、
ご
審
議
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

次
に
予
算
以
外
の
議
案
と
い

た
し
ま
し
て
は
、
条
例
議
案
が

「
北
谷
町
特
別
職
の
職
員
の
給

与
並
び
に
旅
費
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
」
ほ
か
９
件
、
議
決

議
案
が
「
中
部
広
域
市
町
村
事

４
　
お
わ
り
に

務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い

て
」
ほ
か
６
件
を
提
案
い
た
し

て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
ほ
か
に

も
、
契
約
議
決
議
案
と
し
て

「
北
谷
中
学
校
多
目
的
教
室
増

築
工
事
（
建
築
）
工
事
請
負
契

約
に
つ
い
て
」
追
加
議
案
と
し

て
提
案
す
る
予
定
で
ご
ざ
い
ま

す
。以

上
、
町
政
運
営
に
あ
た
っ

て
の
所
信
の
一
端
と
ȸ
成
１
９

年
度
に
お
け
る
主
要
施
策
の
概

要
並
び
に
議
案
の
説
明
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
議
員
各
位
並
び

に
町
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
ȸ

成
１
９
年
度
の
施
政
方
針
と
い

た
し
ま
す
。

ȸ
成
１
９
年
３
月
２
日

北
谷
町
長
　
野
国
昌
春

理
者
制
度
の
導
入
を
図
る
と
と

も
に
、
各
部
に
お
け
る
課
の
再

編
を
行
い
時
代
に
則
し
た
機
構

の
改
革
を
実
施
し
ま
す
。

情
報
公
開
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
原
則
公
開
の
基
本
方
針
の

も
と
、
積
極
的
な
情
報
公
開
に

取
り
組
む
と
同
時
に
、
町
政
に

関
す
る
情
報
を
町
民
が
容
易
に

得
ら
れ
る
よ
う
地
域
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
等
の
活
用
を
図
り
、

引
き
続
き
情
報
公
開
の
総
合
的

な
推
進
に
努
め
ま
す
。

広
域
行
政
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
各
地
方
自
治
体
で
共
同
し

て
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
効

率
化
が
見
込
ま
れ
る
事
務
事
業

に
つ
い
て
は
、
広
域
的
な
対
応

を
図
る
と
と
も
に
、
関
係
市
町

村
と
の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、
市
町
村
合
併
は
、
行
財

政
基
盤
の
強
化
、
行
財
政
の
簡

素
・
効
率
化
、
多
様
な
住
民
サ

ー
ビ
ス
へ
の
対
応
が
可
能
と
な

る
反
面
、
地
域
住
民
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
か

ら
、
住
民
へ
新
合
併
法
に
関
す

る
情
報
を
提
供
し
つ
つ
、
そ
の

調
査
研
究
に
努
め
ま
す
。

本
町
に
お
け
る
情
報
化
へ
の

対
応
は
、
こ
れ
ま
で
基
幹
系
及

び
情
報
系
等
各
種
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
、
業
務
の
迅
速
化
に
よ

る
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ

と
め
、
さ
ら
に
、
地
域
イ
ン
ト

ラ
ネ
ッ
ト
の
構
築
に
よ
り
住
民

に
身
近
な
施
設
等
に
お
い
てI

C
T

を
活
用
す
る
環
境
整
備
を
図
っ

て
き
ま
し
た
。
今
後
の
電
子
自

治
体
構
築
に
向
け
て
は
、
オ
ン

ラ
イ
ン
利
用
の
促
進
を
図
り
つ

つ
共
同
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の

推
進
等
に
よ
る
効
率
的
な
電
子

自
治
体
の
構
築
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
に
基
づ
く
個
人
情
報

等
の
保
護
強
化
を
図
り
、
住
民

か
ら
よ
り
一
層
信
頼
さ
れ
る
シ

ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、
北
谷
町
地
域
情
報
化

基
本
計
画
を
推
進
し
、
「
～
ｅ-

ニ
ラ
イ
の
都
市
ち
ゃ
た
ん
～
」

を
目
指
す
た
め
、I

C
T

よ
る
恩

恵
を
町
民
が
享
受
す
る
た
め
に

必
要
な
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
電
子
自
治
体
構
築
に
向

け
た
取
り
組
み
を
強
化
し
ま

す
。財

政
に
つ
い
て
は
、
国
の
地

方
財
政
計
画
の
総
枠
の
縮
小
と

と
も
に
、
地
方
交
付
税
や
補
助

金
等
が
年
々
削
減
さ
れ
る
ͳ
̸

に
あ
り
ま
す
。
持
続
可
能
な
健

全
財
政
の
構
築
の
た
め
、
財
政

の
各
分
野
の
歳
出
経
費
の
抑
制

と
効
率
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

自
主
財
源
の
根
幹
を
な
す
町
税

に
つ
い
て
は
、
所
得
税
か
ら
個

人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
等
に

よ
り
町
税
の
増
加
が
見
込
ま
れ

ま
す
が
、
徴
収
率
の
低
下
を
招

か
な
い
よ
う
、
さ
ら
な
る
徴
収

強
化
に
努
め
ま
す
。

以
上
、
ȸ
成
19
年
度
に
お
け

る
主
要
施
策
の
概
要
に
つ
い
て

申
し
上
げ
ま
し
た
。



５　　　広報　ちゃたん

老人福祉センター

行事・教室ありんくりん
１

２

５

６

７

８

４

３

９

10(火

16(月

15(日

14(土

13(金

12(木

11(水

17(火

22(日

18(水

19(木

20(金

21(土

25(水

24(火

23(月

27(金

28(土

26(木

29(日

４月

〈
き
　
り
　
と
　
り
〉

30(月

ゲートボール審判講習会8：30～　
レク指導者講習会10：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～　ギターサークル19：00～

民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　　

健康体操教室9：30～
社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

健康体操教室9：30～ 琉舞教室14：00～
民踊愛好会20：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
日舞教室14：00～　老連囲碁クラブ14：00～
ギターサークル19：00～

グラウンドゴルフ講習会9：00～
民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～
折り紙教室14：00～

レク指導者講習会10：00～ 大正琴教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～ ギターサークル19：00～

ゲートボール審判講習会8：00～　
レク指導者講習会10：00～　歌声教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～ ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

健康体操教室9：30～
社交ダンス部カラオケ13：00～
古典音楽教室14：00～

民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　　

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～ギターサークル19：00～
健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

◆ȸ成19年度の納税通知書は、4月初めに届きます。

第１期納期は「４月２日から５月１日まで」です。納税通知書が届かな

い場合は、お早めに下記までご連絡をお願いします。

◆土地及び家屋価格等縦覧帳簿の縦覧について

固定資産税に関するお知らせ

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(A)13：00～
日舞教室14：00～　老連囲碁クラブ14：00～
ギターサークル19：00～

健康体操教室9：30～
琉舞教室14：00～　民踊愛好会20：00～

健康体操教室9：30～
社交ダンス部カラオケ13：00～　
古典音楽教室14：00～

書道教室10：00～　フラダンスサークル10：00～
カラオケサークル(フラ)13：00～
社交ダンスサークル14：00～
老連囲碁クラブ14：00～ ギターサークル19：00～

北谷町老人福祉センターでは、満60歳以上

の高齢者が楽しい時間と交流がもてるように

各種教室・サークルなどを行っています。

●お問い合わせ　・936-3521

4月2日(月)～５月１日(火) Ԝ土・日、祝日を除く。

午前8時30分～午後5時15分　

北谷町役場　１階　税務課　資産税係

北谷町内に土地・家屋を所有する納税者

本　人：印鑑と身分証明書(免許証、保険証、納税通知書な

ど)

縦覧期間

縦覧場所

縦覧できる方

必要なもの

●お問い合わせ 税務課資産税係　・936-1234 内線193、194

土地の固定資産税は、

昭和の日

振替休日

レク指導者講習会10：00～　
大正琴教室10：00～
カラオケサークル(B)13：00～
手芸教室14：00～ ギターサークル19：00～

グラウンドゴルフ講習会9：00～
民謡教室14：00～　箏曲教室14：00～　
折り紙教室14：00～　

カラオケサークル(B)13：00～
ギターサークル19：00～

税務課からのお知らせ　○お問い合わせ　・936-1234 内193�194

・ȸ成19年度の土地の固定資産税について

税額＝「課税標準額」×１.４％(税率) の式で求められます。

◎昨年の広報「ちゃたん」(４月号)でもお知らせしましたが、上記の式の

「課税標準額」の算定方法がȸ成18年度から下記のように改正されました。

この算定法法はȸ成19年度及び20年度も適用されます。そのため、ȸ成17

年度以前に̨Ҟして税の上昇幅が昨年度から若干高くなっておりますので

ご理解をお願いします。

・ȸ成18年度から・・・　　　　　　　　　　

「課税標準額」＝「前年度課税標準額」�「当該年度評価額×５％」

※住宅用地の場合、「当該年度評価額」を1/6�1/3に軽減する特例が適用されています。

※

【改正の理由】

右図は、土地の「評価額」

と「課税標準額」の推移を

示した図です。それまで

「課税標準額」とほぼ同額で

あった「評価額」がȸ成６

年度に急増してその差が大

きく開いています。これは、

その年度に全国一律の評価

基準による課税の公ȸと、

相続税評価との均衡を図る

ため土地の評価に「鑑定評

価制度」が導入されたこと

によるものです。

本来、「評価額」＝「課税標準額」とならなければなりません。そのた

め、「評価額」と「課税標準額」の開きを早く是正する必要があることか

ら、「課税標準額」の上昇幅を高める算定方法への改正が行われました。

S63 H3 H6 H9 H12 H15

■ ▲ ▲ ▲ ▲■▲▲

■
■

■ ■評価額

課税標準額

H18

■

▲

鑑定評価制度



お知らせ

広報　ちゃたん　　　６

人権・行政
無料法律相談

今月は19日(木)です。

毎月第3木曜日　10時～16時

北谷町役場　2階　入札室

※相談は無料、秘密は守られます。

相談 育英会 ȸ成19年度北谷町育英会の貸費生募集
北谷町育英会では、経済的な理由により学費の援助を必要とする優

秀な学生に対し、学費の一部を貸与する「ȸ成19年度貸費生」を募集

しています。

●貸与種類および貸与月額

・県外大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：５０�０００円以内

・県内大学生(大学院、短大及び専門学校含む)：３０�０００円以内

・国外留学生(大学院及び短大含む)：５０�０００円以内

●応募条件

・日本国籍を有し、本町に１年以上住所を有する町民の子弟で大学ま

たは専門学校（修業年限が２年以上の専門課程）に在学する者。

ただし、通信教育課程や夜間教育課程は除く。

・学業成績及び操行が優れ、かつ、健康な者。

・応募者と生計を一にする家族の町・県民税の年税額が２０万円以下の者。

・貸与した奨学金の返還義務を確実に履行できる者。

●貸与予定人員

・県内外大学生(専門学校生を含む。) 15人程度

・国外留学生　1人程度

●受付期間ȸ成19年4月2日(月)～27日(金) ※土・日、祝祭日は除く

●お問い合わせ

北谷町育英会(北谷町教育委員会教育総務課内) ・982-7704

介護
認知症対応型共同生活介護事業

認知症高齢者のグループホーム(認知症対応型共同生活介護)とは・・

●要支援２から要介護度１～５の認知症ͳを有する方が、少人数(９

人)で規則に縛られることなく共に暮らしていきます。

●ほっと安らげるような家庭的な住まいであり、戸惑いやすい高齢者

の方の心と体を支える配慮がなされております。

●お年寄りのケアをよく知っている顔なじみの職員が生活を共にしな

がら見守り支えます。

●入居される方を中心に、職員はもちろん家族や地域のさまざまな

人々が暮らしを支えていきます。

詳しくは、下記グループホーム海風の担当者にお問い合わせください。

●お問い合わせ　

(有)津梁会グループホーム海風　北谷町北前１丁目3-5

・090-3790-9226(仲村)  090-6863-0092(宮城)  FAX876-7746

募集 観光協会会員募集

北谷町観光協会では、商観光業

に関する皆様を対象に会員への加

入を呼びかけています。会員は、

正会員、団体会員、準会員A、準会

員B、賛助会員及び協力会員に区分

し、下記にて受け付けております

ので、お問い合わせ等ご遠慮なく

お申し出下さい。

●お問い合わせ先

北谷町観光協会 北谷町字美浜16-2

美浜メディアステーション２階

・926-5678 FAX926-5679

HP http://www.chatan.or.jp

E-mail info@chatan.or.jp

４月より一般家庭のごみの収集は、

これまでの役場による収集から、

○「燃やせるごみ」と

「燃やせないごみ」は

⇒　北谷町公共施設管理公社

・936-0077

●「ペットボトル(資源ゴミ)」は

⇒　北谷町シルバー人材センター

・921-7722

が行います。

なお、収集日や出し方など収集

方法等についての変更はございま

せんので、宜しくお願い致します。

●お問い合わせ

北谷町役場　環境衛生課

・936-1234 内線251

一般家庭ごみの

収集について
生活

・魅力UP！いきいき自己表現講座　/ 講師＝後藤尚子(全６回)

４月19日～５月31日　午後７時～８時半　毎週木曜日　

・琉球の歴史　/ 講師＝深澤秋人(全10回)

４月19日～６月28日　午後７時～８時半　毎週木曜日　など

●受付期間　４月２日(月)～４月12日(木) 9：00～17：15

●受講料　(10回)一般＝6�200円　/ 割引3�200円

(６回)一般＝3�800円　/ 割引2�000円

(４回)一般＝2�600円　/ 割引1�400円

●問い合わせ・受付

総務企画課　・946-1231 FAX946-1241  http://www.ocjc.ac.jp

沖縄キリスト教学院2007年度前記公開講座講座

6A

～民生課からのお知らせ～認知症介護でお困りの方へ

★沖縄県介護保健広域連合指定★　

グループホーム「海風」
うみかじ

が開所します。



お知らせ

７　　　広報　ちゃたん

●２月６日

小渡　フミ　様

香典返しとして

１００，０００円（町社協へ）

●２月９日

森山　朝信　様

寄付として

５，０００円（町社協へ）

●２月１４日

北谷町自治会長連絡協議会

会長　ȸ良　長春　様

ニライまつりの野菜即売による収益を　

寄付として

３８，８５０円（ニライの里へ）

●２月２０日

津嘉山　勝　様

香典返しとして

５０，０００円（町社協へ）

●２月２６日

新垣　澄子　様

香典返しとして

５０，０００円（町社協へ）

▼
月
日
が
過
ぎ
る
の
は

早
い
も
の
で
、
年
度
が

変
わ
り
、
ȸ
成1

9

年

度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
私
が
広
報
担

当
に
な
っ
て
１
年
が

経
過
。
最
初
は
、
カ

メ
ラ
の
使
い
方
や
記

事
の
書
き
方
等
す
べ

て
が
初
め
て
で
、
戸

惑
い
な
が
ら
の
作
業

で
し
た
。
も
う
、
２

年
目
。
初
心
を
忘
れ

ず
頑
張
り
ま
す
。（
せ
い
）
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ご芳志ありがとうございました

たたんんゃゃ のの人人口口ちち

♂♂♀♀
ȸȸ成成1199年年22月月2288日日現現在在

人人　口口　2277��008844人人（（��11））

男男　　1133��114455人人（（--1100））

女女　　1133��993399人人（（��1111））

世世帯帯数数　99��885544世世帯帯（（��1155））

(( ))内内はは前前月月ととのの̨̨ҞҞ

ԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜ 寄寄寄寄 ӛӛӛӛ ԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜԜ

統計 商業統計調査へご協力
ください！

卸売業・小売業に関わる皆様へ

商業統計調査へご協力ください！

６月１日現在で、全国一斉に「ȸ

成19年商業統計調査」が行われま

す。この調査は、全国の卸売業、

小売業を把握して、事業所の分布

ͳ̸や販売活動の実態などを全

国、地域ごとに明らかにすること

を目的として５年に１度実施され

る重要な調査です。調査票に記入

していただいた内容は、統計法に

基づき秘密が厳守されますので、

調査へのご協力を宜しくお願いし

ます。

●お問い合わせ先

北谷町役場　企画課　広報係

・936-1234 内線　163

学生納付特例制度は、20歳以上の学生で収入がなく、国民年金保険料を

納めることが困難な方が申請でき、社会保険事務所で承認されると年度末(３

月)までの納付が猶予され、社会人になってから保険料を納めることができる制

度です。猶予された期間の保険料は、10年以内であればさかのぼって納める(追

納)ことができます。(３年目からは、当時の保険料に加算がつきます。)

猶予された追納しなかった期間は、老齢基礎年金の受給資格期間には算入さ

れますが、年金額の計算には算入されません。また、学生納付特例期間中に初

診がある病気やケガで障害になった場合、受給資格があれば障害年金が受給で

きます。

対象：・20歳以上の学生で前年の所得が118万円以下の方。

・大学、大学院、短大、高等学校、高等専門学校等

(但し、一部対象校でない学校もあります。)

申請場所：北谷町役場　国民年金係

必要なもの：・学生証(コピー可)または在学証明書　・年金手帳

・雇用保険受給資格者証、雇用保険被保険者離職票

(会社等を退職されて学生になられた方のみ)

お問い合わせ：住民課　国民年金係　・936-1234 内線241 242

「学生納付特例制度」のご案内(申請受付は4月か年金

戦争による余りにも大きすぎた

代償を払って得た歴史的教訓が現

在のȸ和憲法の基本理念となって

います。

本町では、私たちの子や孫のた

めにも沖縄をȸ和の発信地として

位置づけ、日本国憲法の理念を暮

らしの中に取り入れながら、町民

が日本国憲法を身近なものとして

考えることを目的として憲法講演

会を実施し、皆さんと共に憲法に

ついて考えていきたいと思います。

多数の皆様のご来場をお待ちし

ています。

●日時及び場所

ȸ成19年4月26日(木) 19時～

●開催場所

ちゃたんニライセンター (カナイホール)

●講師

仲地　博 氏

（琉球大学法文学部教授）

●演題

「復帰から35年－自治と基地－」

●対象 一般町民

●お問い合わせ

町長室　・936-1234 内171

催し 憲法講演会

救救急急出出場場ͳͳ̸̸救救急急出出場場ͳͳ̸̸
ȸȸ成成1199年年11月月

■救急・火災時は
TEL 119
■消防に関するお問い合わせ
TEL 936-3721 FAX936-9076

ニライ消防本部

自然災害

水　　難

火　　災

北谷 嘉手納 読谷

交　　通

労　　災

運動競技

一般負傷

加　　害

自損行為

急　　病

その他

転　　院

月件数

署　　計
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かか
にに
開開
講講
！！
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区区
公公
民民
館館
講講
座座

美美
浜浜
区区
自自
治治
会会
長長
にに

井井
上上
一一
男男
氏氏
当当
選選

任
期
満
了
に
伴
う
２
月
26
日
告
知
の
美

浜
区
自
治
会
長
選
挙
は
、
現
自
治
会
長
の
井
上

一
男
氏
の
他
立
候
補
者
が
無
く
、
無
投
票
当
選

と
な
り
ま
し
た
。
井
上
氏
は
北
谷
町1

1

番
目
の

行
政
区
と
し
て
発
足
し
た
美
浜
区
の
初
代
自
治

会
長
と
し
て
１
期
４
カ
年
、
明
る
く
楽
し
い
街

づ
く
り
の
た
め
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
、
区
民
か
ら

の
信
頼
も
厚
く
、
よ
く
働
く
親
し
み
の
あ
る
自

治
会
長
と
評
判
で
し
た
。
３
月
２
日
の
区
政
委

員
会
で
友
利
選
挙
管
理
委
員
長
よ
り
当
選
証
が

手
渡
さ
れ
、
当
選
の
挨
拶
で
「
美
浜
区
の
ま
す

ま

す

の

発

展

の

為
、
全
力
で
頑
張

り
ま
す
。
」
と
の

決
意
表
明
が
あ
り

ま
し
た
。
「
井
上

自
治
会
長
を
先
頭

に
、
区
民
み
ん
な

で
力
を
合
わ
せ
て

素
敵
な
美
浜
区
を

つ
く
っ
て
い
こ
う

ね
！
」

桑
江
区
公
民
館
講
座
「
植
物
と
の
触
れ
合
い
」
が
開
講
さ
れ
た
。

(

講
師
：
伊
波
善
勇
氏)

１
・
２
回
は
日
本
・
沖
縄
の
植
物
の
概
要
に

つ
い
て
学
ん
だ
。
国
内
で
唯
一
、
亜
熱
帯
に
属
す
る
沖
縄
の
固
有
植
物
に

つ
い
て
の
お
話
に
は
、
受
講
生
の
皆
さ
ん
が
熱
心
に
メ
モ
を
と
ら
れ
て
い

た
。
ま
た
、
桑
江
区
内
に
在
る
北
谷
第
二
小
学
校
に
は
沖
縄
の
地
域
本
来

の
植
物
が
数
多
く
植
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
特
異
性
に
つ
い
て
は
余
り
知

ら
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
。
こ
れ
は
昭
和
59
年
に
北
谷
町
で
国
際
環
境
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
折
、
記
念
植
樹
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
横
浜
国

立
大
学
教
授
、
宮
脇
昭
氏(

植
物
生
態
学
者)

の
指
導
の
も
と
、
他
で
は
な

か
な
か
見
ら
れ
な
い
〈
自
生
種
の
森
〉
を
目
指
し
た
植
樹
が
行
わ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
植
物
に
囲
ま
れ
触
れ
合
い
な
が
ら
育
っ
て
ゆ
く
子
ど
も
た
ち
。

そ
こ
か
ら
与
え
ら
れ
る
影
響
の
大
き
さ
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
る
だ

ろ
う
、
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
３
回
目
は

伊
波
先
生
の
農
場
で
移
動
学
習
を
行
い
、

土
作
り
・
鉢
植
え
の
実
習
と
な
っ
た
。
講

義
の
後
は
そ
れ
ぞ
れ
の
お
目
当
て
の
植
物

を
鉢
に
移
植
し
持
ち
帰
り
と
な
っ
た
。
ま

た
海
外
研
修
の
経
験
も
豊
富
で
、
講
義
の

中
で
も
数
々
の
楽
し
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
お

り
交
ぜ
な
が
ら
、
そ
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
お
話
に
、
終
始
笑
い
が
絶
え
な
い
和
や

か
な
講
座
と
な
っ
た
。
今
回
も
、
講
師
と

教
え
子
・
昔
の
職
場
の
同
僚
な
ど
思
い
が

け
な
い
再
開
の
場
に
も
な
っ
て
い
た
。

去る１月21日(土)に自治会、学推協、スポー

ツ振興会協賛による、スカットボール＆もちつ

き大会が開催されました。その日は、あいにく

の雨。予定していたウォークラリーは見送られ、

スカットボールへ変更になりましたが、参加者

の出足を心配し、朝早くから広報車で区内を案

内した成果もあって、雨の中、公民館ホール一

杯の皆様が参加して下さいました。子どもから

大人まで一緒に楽しめるスカットボール。その

日も３世代ファミリー、お友達、ご夫婦での参

加と色々で、４人１組の15チームがトーナメン

ト方式で競い、５点の穴を目指し賑やかにゲー

ムを楽しんでいました。その後の「もちつき大

会」では、大人も子どもも大はしゃぎ！父さん

達と子ども達の共同作業で、石臼の中に入って

いる蒸したてのもち米に重たい杵で一振り一振

り今年の健康祈願の思いを込めたら、美味しい

おもちになりました。出来上がったおもちは、

ぜんざい、砂糖しょうゆ、大根おろし、きなこ、

あんこと、それぞれ好みでいただきました。今

年は美味しいお雑煮のメニューも増えました。

２
月
24
日(

土)

、
北
谷
公
園
野
球
場
に
お
い
て
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
オ
ー
プ
ン

戦
対
東
京
ヤ
ク
ル
ト
ス
ワ
ロ
ー
ズ
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
天
気
に
恵
ま
れ
、
春

の
暖
か
い
気
候
の
中
、
約
　
　
人
の
観
客
が
来
場
し
、
お
お
い
に
賑
わ
っ
た
オ

ー
プ
ン
戦
。
始
球
式
を
努
め
た
の
は
、
北
谷
第
２
小
学
校
に
通
う
植
村
将
志
君

６
年
生(
桑
江
区
在
住)

。
無
事
に
役
目
を
終
え
た
後
「
も
っ
と
ち
ゃ
た
ん
と
投

げ
る
と
も
り
だ
っ
た
の
に
、
す
ご
い
緊
張
し
て
て
・
・
」
と
苦
笑
い
。
「
そ
れ
で

も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
今
日
は
し
っ
か
り
応
援
し
た
い
。
」
と
感
想
を

述
べ
ま
し
た
。
当
日
は
、
プ
レ
イ
ボ
ー
ル
前
に
中
日
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
選
手
会
か
ら

北
谷
ド
ラ
ゴ
ン
ズ
の
子
ど
も
達
に
対
し
、
帽
子
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。
帽
子

を
も
ら
っ
た
北
谷
第
２
小
学
校
に
通
う
桑
江

佳
祐
君
６
年
生(

栄
口
区
在
住)
は
、
「
今
日
は

帽
子
を
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
日
は
応
援
し
て
い
る
の
で
頑
張
っ
て
下
さ

い
。
僕
た
ち
も
今
日
の
思
い
出
を
忘
れ
ず
、

プ
ロ
野
球
選
手
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
」
と

お
礼
を
述
べ
ま
し
た
。
試
合
が
始
ま
る
と
、

み
ん
な
プ
ロ
野
球
選
手
の
プ
レ
ー
に
大
興
奮
。

近
い
将
来
、
北
谷
の
子
ど
も
達
の
中
か
ら
プ

ロ
野
球
選
手
が
誕
生
す
る
事
に
期
待
。
が
ん

ば
れ
！
元
気
な
北
谷
野
球
っ
子
！

中中
日日
ドド
ララ
ゴゴ
ンン
ズズ
オオ
ーー
ププ
ンン
戦戦
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桑江区広報通信員中村晴恵さん

楽しかった！楽しかった！「「スカットスカット

ボール＆もちつき大会ボール＆もちつき大会」」

美浜区広報通信員
多和田真彦さん

上勢区では第１回目のボウリング大会が２月18日(日)に上

勢総合スポーツクラブ設立準備委員会主催の下、北谷ボウル

で開催され、家族連れ、お友達同士と多くの区民の皆さんで

賑わいました。また、下は５歳から上は79歳までの70名のエ

ントリーがあり、優勝賞品獲得を目指し熱戦を繰り広げまし

た。その結果初のボウリング大会の優勝者に輝いたのは、男

子の部：喜友名朝助さん(431点)、女性の部：新垣美枝子さ

ん(302点)、小学生の部：山内ゆりさん(183点)でした。また、

それ以外にもラッキー７番賞：大山敏氏雄さん(333点)、当

日賞(18日で18位)：石川清助さん(280点)やジャンケンゲー

ムで沢山の参加者の皆さんが賞品をゲットしていました。上

勢総合スポーツクラブ設立準備委員会では、スポーツを通し

て地域の活性化を目指し、異年齢、異世代の人々が共にプレ

イできるスポーツクラブを目指し活動を展開していく予定だ

そうです。これか

らも、区民のみん

なが共に楽しめる

スポーツ大会の企

画宜しくお願いし

ます。

フフララッッシシュュ
地域地域

賑やかに賑やかに「「第１回上勢頭ボウリング大会第１回上勢頭ボウリング大会」」

上勢頭区広報通信員

濱崎まなみさん


